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ラタクルRI会長と談笑する小林ガバナー夫妻（2520地区菊地弘尚ガバナー撮影　アナハイムの国際協議会にて）

1．家庭に慈愛の種を播きまし
ょう

2．クラブに慈愛の種を播きま
しょう

3．職業を通じて慈愛の種を播
きましょう

4．地域社会にそして国際社会
に慈愛の種を播きましょう

昨年10月28日、岩城秀晴ガバナー年度の地区大会におい
て私は次のようなご挨拶をいたしました。このときの気持
ちは新年度をむかえる今も全く同じです。

「ご存知のとおり、いまロータリーはかつての成長期を
過ぎ、その価値観の混乱の渦のなかにあるといえます。こ
のままでいいと思っている人はいませんでしょうし、みん
なが悩んでいます。
それではわれわれは何をしなければならないのでしょう

か。その前にわれわれはいまなぜロータリーにいるのでし
ょうか？　その意味をはっきり自覚することから始めなけ

れば、私どもはこうやってロータリーにいること自体に意
味がなくなってしまうのではないでしょうか。
新たな世紀を迎え、激しい時代の動きに遅れることなく、

その流れを先取りするくらいの情熱をもって、私どもの理
想とする友愛と奉仕のロータリーを真剣に作っていかなけ
ればならないと思います。
皆様のお力をいただきながら、全国に誇れるようなロー

タリーを作っていきましょう。私も一生懸命がんばってい
きたいと思います。地区の皆様、ご理解とご協力のほどど
うかよろしくお願い申し上げます。」

国際ロータリー第2510地区・DISTRICT 2510 of ROTARY INTERNATIONAL
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慈愛の種を播きましょう
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RI会長 ビチャイ・ラタクル
Bh i cha i  R a t t a ku l

2002－03年度 RI 2510地区目標

1．家庭に慈愛の種を播きましょう

・家庭こそ社会の原点です

・家庭のあり方について考え家庭に奉仕しましょう

2．クラブに慈愛の種を播きましょう

・クラブの発展のために率直に語り合い親睦を深めましょう

・ロータリーの理念・目標・活動内容を地域社会に伝え会員

になることを勧めましょう

3．職業を通じて慈愛の種を播きましょう

・ロータリー精神で職場の仕事に取り組みましょう

・ロータリー精神を職場に広めましょう

4．地域社会にそして国際社会に慈愛の種を播きましょう

・基本はロータリー財団と米山記念奨学会への協力です

・地域社会の前進のためにそして世界の深刻な諸問題の解決のために語り合い行動しましょう
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地区重点目標の具体像

1．日常の心掛け

・自らの資質を高める努力を

親睦が大切であるなら、まず親睦に値するロータ

リアンになることを心掛けましょう。

・積極的に行動を

良い伝統を踏まえつつ、新しい活動にも取り組み

ましょう。前例がないからこそ価値がある場合が

あります。

・時間と経費は有限です。慣習にとらわれず、より良

い使い方を工夫しましょう。

2．クラブ運営の改革

・例会での禁煙の普及を

タバコの害毒を認識し少なくとも例会中は禁煙に

しましょう。

・インターネットコミュニケーション（IC）の普及を

クラブにIC担当者を置き、ICを使いこなしましょう。

・広報活動の推進を

ロータリーの理念・目標・活動内容を広く地域社

会に知ってもらい、賛同者を増やしましょう。

・会員の増強と退会の防止を

地域の清新な人材に入会を勧め、新入会員は大事

にしましょう。

3．グループ内活動の活性化

・グループ研修会の開催を

グループ内のクラブ会長・幹事等の意見交換を

活発にしましょう。

・IMに新鮮な企画を

グループ内の交流や地域の特徴を生かした活動を

企画しましょう。

4．地区活動への協力

・「月信」を会員の交流の場に

「月信」に投稿し積極的に希望・提案・意見・質

問を述べましょう。

・ワークショップへの参加を

地区全会員の自由参加で、特定のテーマについて

議論を深めましょう。

・GSE受け入れに協力を

10月16日～11月20日、フィリピン第3830地区から

の一行を暖かく迎えましょう。

・新しい委員会構成に理解を

新しく、家庭奉仕、友情交換、ライラ、米山学友、

IC、雑誌、100周年記念の各委員会が設けられま

した。また、青少年交換委員会は国際奉仕委員会

の下から新世代委員会の下に移り、趣味職業別親

睦委員会は親睦活動委員会に名称が変更されまし

た。ご理解をお願い致します。

・顔写真付き地区会員名簿作成に協力を

地区内会員の親睦と地区の活性化に役立つことを

願っての企画です。ご理解下さい。

「ガバナー月信」の編集方針について

ガバナー月信は、地区内の会長・幹事等クラブ指導者にロータリーの情報を提供し、その情報を広く会員に

伝えるのが本来の役目と思われます。

本年度の小林ガバナーの方針は、トップダウンの情報ばかりでなく、会員相互の意見交換・交流の場としての

月信を発信しよう、それを全員の会員の方々に読んで頂きたい。

この方針にもとずき、地区内各クラブの活動や皆様からのご意見や投稿を数多く掲載し、またロータリーの各

種の疑問にお答えするQ＆Aも設けることと致しました。

月信に「広告」を掲載し、その収入を郵送費・製作費の補助にあて、月信の費用を従来の3分の1程度に圧縮

すべく努力しております。

月信にたいする皆様からのご意見やご感想を是非お寄せ下さい。

（月信編集委員長　竹原　巌）
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慈愛の種を播きましょう

親愛なる同僚ロータリアンの皆さん：

私たち一人一人にとって、ロータリーは皆それぞれ違

った特別の意味を持っています。クラブ内における温い

友情を大事に育てる人が居るでしょう。一方また、奉仕

と援助を必要としている人々に尽くす機会を、とりわけ

高く評価する人も居るでしょう。いずれにせよ、大部分

の人々は、世界中隅から隅まで奉仕という点で極めて効

率よく私たちを結びつけている国際的精神に、ロータリ

ーの価値を見出しているのです。

まさしくただ今現在、ロータリーの名において、数え

切れないほど沢山の活動が行われています。ただ、たと

え私たちが何をするにしても、その中には終始変わらぬ

一つの基本があります。

それは、ロータリーにおける最善の親睦、奉仕は、常

に愛の真心から出たものだ、ということです。ひとたび

慈愛の心が私たちの行動に吹きこまれると、私たちは時

間や金の犠牲などに躊躇しておられません。私たちはよ

り多くの事を成し、より多くのものを与えようと奮い立

たされます。まさに慈愛こそ、すべてロータリーの仕事

を背後から支えて、これを最善のものにする原動力なの

です。

かつてマザー・テレサがこう言いました：「どれだけ

沢山の物を与えるかではない、大事なのはどれだけ満ち

溢れる慈愛をこめて与えるかです」と。私たちの行動が

慈愛に発するものであるなら、それは正真正銘一層効果

的なものとなり、奉仕を受ける人々の心情に深く深く泌

み透るでしょう。

私たちロータリアンは、自分自身十分に慈愛の心を備

えているのですが、私たちの前途に横たわる壮大な目標

を達成するためには、私たちの信条と負託を共有してく

れる人々がもっと沢山必要なのです。私たちの組織の永

続を確実なものにする最善の方途は、出来るだけ沢山の

人々の心に慈愛の種を播くことです。されば2002－03年

度、全ロータリアンに向かって私が強くお願いしたいの

は、正にこの一語です：慈愛の種を播きましょう―あな

たのクラブに、あなたの職場に、あなたの地域社会に、

そして世界中ありとあらゆる場所に。

ロータリーは慈愛の種を播く無数の道を示す

国際ロータリーとロータリー財団のプログラムによっ

て―私はあなたがた自身のインスピレーションと自発的

創意で、上意下達ではなく、草の根レベルから立ち上っ

て動くことを強く求めるものですが―私たちの専門的能

力を最も必要としている所に、私たちは一役買って出る

ことが出来るのです；即ち若者たちが現在の困難を乗り

越えて、明日の指導者になれる様に応援する；国境を越

えた奉仕の協力態勢を発展させる；またポリオ撲滅に関

する私たちの誓約を完遂する、など…

私たちのクラブや地区内でも、私たちは身辺地帯の改

善から、更に広い地域社会に対する力強い貢献に到るま

で、さまざまの方策があります。

私たちは新しいプログラムやプロジェクトを作る必要

はありません；私たちは現在あるものに一層多く関わり

を持ち、直接自分で手をつけることに、今すぐ取りかか

れるのです。奉仕というものが愛の真心から発し、自分

の経験に裏打ちされている限り、私たちは単なる小切手

を書くのではありません；私たちは自分の人生にロータ

リーを書きこむのです。

私の願いは、2002－03年度、真実ロータリー奉仕の喜

びをすべてのロータリアンに直接味わって頂くこと

その喜びは、あなたの指導に従ってひたすら読み方を

覚えようと、勉強に熱中している子供から来るかも知れ

ません。それはまた、あなたの地区が開発した小規模融

資計画のお蔭で、子供を養える様になった仕合わせな母

親を目のあたりにした時に得られるものかも知れません。

あるいはまた、あなたのクラブが先鞭をつけた職業訓練

プロジェクトによって、生産的な仕事に就くことが出来

た男女の誇らしげな顔を見て覚える喜びかも知れません。

奉仕の喜びの極致を実感する道は、それこそ様々でし

ょうが、何れにせよ、それには私たちの時間と能力を全

面的に捧げなければなりません。ロータリーにこんな投

資をしても、あなたは決して後悔する破目にはならぬ、

と私は保証します。ひとたびあなだが、他の人々の生活

を変え、彼等に希望をもたらして絶望の淵から救い出し、

冷淡な風潮に慈愛を吹きこむ、という機会を経験すれば、

あなたは自分がロータリアンであることの意義を十分に

感得するでしょう。

―何処に播くのか？ どうすれば最も効果的か？―
2002-03年度　国際ロータリー会長

ビチャイ・ラタクル

RI会長メッセージ
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2002－03年、ロータリーを簡素に、と私はロータリア

ンを激励する

実際問題として、ロータリーの奉仕の理想は、その手

段、方法の多様性によって、どの様にも解釈出来ます。

それをこれ以上複雑にする必要はありません。ロータリ

ーは他人に対する奉仕を通じての親睦という機会を提供

するものです。この心に訴える単純な呼びかけが、男女

を動かし奮い立たせるのです。

慈愛の種を播けば、その幾つかは殆どすぐにも芽を出

し始めるでしょう。そして野の花の様に、自分で種を飛

ばし、大気の流れに乗って慈愛を播き広めることが出来

るのです。また残りの種は、もう少し育成に時間がかか

るでしょう。然しこの種を慈愛献身のロータリー的行動

に浸しこめば、必ず人道的奉仕という大豊作の収穫が得

られる、ということを私は保証します。

何処に慈愛の種を播くのか？どうすれば最も効果的か？

機会はあなたの周り、到る所にあります。

まず最初に、自分のクラブに慈愛の種を播く

良いクラブの親睦とは、会員同士が相手に対して示し

合う慈愛と関心の上に成立つものです。あなたは同僚ロ

ータリアンについてどれだけ良く知っていますか？もっ

とよく知ろうと努めてみましょう。相手の家族のこと、

仕事のこと、また相手の希望や夢についてもっと学びま

しょう。あなたのクラブに暖かい歓待の雰囲気があれば、

専門職や管理職の新人を引き入れ、今の会員達を巻き込

んで、これを活性化することが出来ます。強力なクラブ

奉仕というロータリーの基本原則を復活させることによ

って、ロータリーの原点に立ちもどりましよう。

自分の職場に慈愛の種を播く

今日のグローバル化した経済取引の市場は度外れて没

人間的なものになっています。人々は協力し加勢してく

れる専門的人脈との結びつきを必要としているのです―

言うまでもなくそれこそロータリーの理想に対する品質

保証でもあります。もしあなたが慈愛の種を社員、顧客、

競争相手に播けば、破壊的過当競争を終結させ、ロータ

リーが信奉する高度の道徳的水準を維持することが出来

るでしょう。

地域社会に慈愛の種を播く

これは、クラブ会員の知識、技能、個人的興味を十分

に活用し、野心的な奉仕プロジェクトを開発することに

よって出来るでしょう。その様な意義深いプロジェクト

を通じてロータリアンは、クラブ活動に慈愛という個人

的スタンプを押すことが出来ます。そしてまた、それが

ロータリー奉仕活動の価値を充全に発揮することにもな

ります。私たちの播いた種が私たちの地域社会で育ち始

めるにつれて、他の地域社会も私たちの尽力に与りたい

と願ってくるでしょう―そしてロータリーもまた成長し

てゆくのです。

そして最後に、世界に慈愛の種を播く

慈愛無くしてこの苦難に満ちた世界に平和をもたらす

ことなど望むべくもありません。ロータリアンとして私

たちは、国際親善奨学生、研究グループ交換チーム、ロ

ータリー・ボランティアを通じて慈愛の種を播くことが

出来ます。私たちはまた、飢えた人々に食を与え、病め

る人を治療し、ホームレスに簡易宿泊施設を与えるなど

して、海を越え国境を越えて慈愛を注ぐことが出来ます。

ロータリーを通じて実現される清潔な飲み水、身近かな

健康管理、世界の子供達に対する教育、そして全人類に

対する基本的生存条件の充足ということ、その中に私た

ちの慈愛は自ずから光り輝くのです。

ビチャイ・ラタクルRI会長略歴
（タイ、バンコク、トンブリ・ロータリー・クラブ）

ビチャイ・ラタクル氏は、バンコクと香港で教育を受け、
バンコクのラムカムヘーン大学ならびにカリフォルニア州の
ケンジントン大学で政治学の名誉博士号を取得しました。
1969年よりタイ議会の議員として9期を務め、民主党の指
導者、外務大臣、副首相、下院の議長および委員長を歴任。
第13回アジア・オリンピック組織委員
会の委員長も務めました。これまでにタ
イの国王から最高位の栄誉、日本の天皇、
フィリピン、韓国、オーストリアおよび
ニカラグアの大統領から数々の勲章を受
賞しています。ラタクル氏とラタクル夫
人には、3人の子供と5人の孫がいます。
氏の楽しみは、園芸、ゴルフ、読書です。

1993-94年度
RI国際大会委員会委員長
1990-92年度
国際ロータリー理事
1991-92年度
理事会、執行委員会委員長
1985-86年度
ロータリー財団管理委員
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新世紀も一歩踏みこんだ2002-2003年度の小林博ガ

バナーの就任に際し、心からなる激励とともにお祝辞

を申し上げます。

ロータリーの役職については1年の原則があり、マ

ンネリ化を排除するとともに、常に新しい思考の導入

による組織の活性化を図ることが要請されております

が、特に地区におきましては単独決議機関であり、地

区委員会はガバナーの諮問機関でありまして、決議機

関ではないので地区委員会が決議し独自に行動するこ

とはできないのです。地区管理における決議機関は、

ガバナーが唯一機関の人でありますので、ロータリー

の地区運営にとっては不可欠の人であります。

21世紀に入った最初の年度、キングRI会長のテーマ

は「人類が私たちの仕事」でありました。この世界に

おける人類が自らの人世において真の幸福を得、他の

人々を援助するロータリアンこそ真のロータリアンで

ある、これが私たちの仕事として捉えようとしたもの

でありました。2002-2003年度はラクタルRI会長のテ

ーマ『慈愛の種を播きましょう』でありますから、未

来に向けてロータリーがどのように育つかが大切なこ

とになるわけです。ロータリーには多くの夢があり、

大きなロマンがあるわけですから、大きく大きく育っ

て欲しいと希望する者の一人として、小林博ガバナー

にご尽力願いたいと存じます。

小林ガバナーにおかれましては、医学者としての卓

越した識見をお持ちでありますし、ロータリー歴にお

きましてもGSE委員長として、また国際奉仕委員長と

してもご活躍戴いたご経験もありますので、ロータリ

ーには十分なご見識を有されていると思います。しか

しながら、ガバナーの職務は激務でございますので、

ご健康についてはご配慮戴きたいと存じます。

どうかこれからの1年間を楽しくご精励賜ります事

をご祈念致し、激励の詞と致します。

直前ガバナーへの謝辞
ガバナー（札幌北RC） 小林　博

この一年間、この地区の責任者としてご尽力下さいま

した岩城秀晴現ガバナーに対する謝辞を申し上げます。

岩城ガバナーはたまたま地区大会が1年に2度行われ

る変換期にあたり大変ご多忙のなかご苦労が多かった

と思います。しかも71クラブをつぶさに公式訪問され

ましたご努力は大変なものであったと想像致します。

お車をご自分で運転され、奥様に助手席に座っていた

だき記録などの執筆の手伝いもお願いしていたとお伺

いしております。

沈着冷静、岩城秀晴現ガバナーのお人柄もあって、

この地区にロータリー精神の具現化に着実な一歩を築

かれました。これは地区の長い歴史のなかにあって永

遠に語り継がれていくことでしょう。

岩城ガバナーは6月いっぱいで任期を満了されるわ

けですから、地区協議会の今日、こうやって地区のロ

ータリアンの皆様方と直接お会いされるのは最後の機

会かもしれません。そういった意味で今日、岩城ガバ

ナーご夫妻、そして地区幹事の皆様方に心から御礼を

申し上げ、皆様ともども拍手をもってお礼の言葉に替

えたいと思います。簡単ながら心から御礼申し上げま

す。本当に有難うございました（地区協議会での直前

ガバナーへの御礼の言葉より）。

船出にあたり

小林博ガバナーへの激励の詞
直前ガバナー（札幌南RC） 岩城秀晴
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私は、千歳ロータリークラブの会員です。千歳ロー

タリークラブ創立35周年を迎えるに当たり、名誉ある

地区ガバナーエレクトにご指名を受けたことは慶びに

たえないところであります。

国際ロータリーを取り巻く環境は、大変厳しいもの

があります。全世界的に会員を減らし、それに伴う予

算、財団寄付が減少し、それに引き換え一般経費は増

え続けているのが現状ではないでしょうか。

我が国がデフレ経済下にあって、思い切った行財政

改革、構造改革と経費の節減に努力されています。

我が地区においても、その必要性を痛感しています。

今年度小林ガバナーは、このことにつき真剣に取り組

んでおられます。

先達ガバナーが築き上げたすばらしい国際ロータリ

ー第2510地区を汚さないよう改革の努力をしたいと思

っています。

人口を比較いたしますと千歳市は札幌市の1つの区

の3分の1にも満たない小さな都市ではありますが、そ

の中の小さなクラブは小さななりにロータリーの「何

か」を発信出来るものがあればと望んでいます。

私は、ロータリーに入会し20有余年経過いたしまし

たが、ガバナーエレクトのご指名を受け、いま、あら

ためて自分の勉強不足を感じながら、この挨拶文を書

いています。

どうか、先輩ガバナーの皆様、会員の皆様好意と友

情と世界平和の限りなき探求を基本理念に活動してい

る国際ロータリー精神に基づき、暖かいご支援を御願

いいたします。

ご挨拶 国際ロータリー第2510地区　ガバナーエレクト
（千歳RC）佐藤秀雄

広告の募集
本年度の月信に「広告」を募集いたしま

す。皆様の職業紹介・企業紹介に是非ご利

用下さい。料金は全ページ10万円で1コマを

1万円と致します。広告収入は月信の製作補

助金並びに地区会員名簿等の補助金に使い

たく考えております。広告掲載の詳細のお

問い合わせはガバナー事務局（TEL011-219-

2510）までお願い致します。

（月信編集委員会）

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

今
年
も
大
通
を
舞
台
に
は
じ
ま
っ
た
。

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
（
大
通
西
6

北
海
道
医
師
会
館
）
か
ら
見
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
（
上
）、

下
に
お
り
て
見
た
と
こ
ろ
（
下
）



No.1 2002―2003 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER8

ガバナー補佐挨拶

郷原徳之賊也

郷原（キョウゲン）ハ徳ノ賊ナリ。『論語』にみる孔

子の言葉である。徳の賊とは徳の反対物であり不徳を

指す。それでは郷原とは何か。要するにこれは八方美

人の事なかれ的人物、誰からも愛され、自分でも正し

いと信じている口先ばかりの内容空疎な俗物をいうの

である。孔子が強い言葉で批難した郷原のような人物

から、われわれロータリアンはいささかでも免れてあ

りたいものである。

（深川RC）

第2グループガバナー補佐

藤原　税

DLPの仕上げを

今年度、第2グループのガバナー補佐を務めることに

なりました藤原でございます。よろしくお願い申上げ

ます。地区リーダーシッププランも今年度が仕上げの

年度と聞いており、その一例としてガバナー公式訪問

は合同例会への訪問となり、クラブ協議会はガバナー

補佐の担当ということになりました。この目的はガバ

ナーの負担を軽減し柔軟性をもたせ且つクラブを活性

化させようというものだそうですが所期の目的達成の

為に皆様のご協力をお願いする次第です。

（赤平RC）

第3グループガバナー補佐

辻野　修

好意と友情を

2002－2003年度のガバナー補佐のご指名をいただき

ました辻野でございます。

ガバナー補佐の仕事は、言うまでもなくガバナーの

意図、方針を正確にグループ内の各クラブに伝え、各

クラブの活性化とグループ内の親睦を図る事でありま

す。

元より私は、その器ではありませんが会員皆様の好

意と友情と慈愛の心で何とかこの大役を務めたいと思

っておりますので、特段のご支援をお願い申し上げ就

任の挨拶といたします。

（当別RC）

第4グループガバナー補佐

村山　正

意志の疎通を

これからの一年間、できるだけガバナーの意を体し

て、グループ内各クラブの間で意志の疎通をはかり、

親睦と友好を深めることに微力を尽くしたいと思いま

す。

グループを構成する八つのクラブは、それぞれが異

なった成り立ちと歴史を持ち、色々な価値観と伝統に

基づいて、その運営を行っておられますので、先ずは、

出来るだけメークアップにお邪魔して、各クラブの実

状を勉強させて頂くことから、仕事を始めたいと考え

ております。

（札幌RC）

第1グループガバナー補佐

吉本　勲
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第5グループガバナー補佐

角掛晴雄

会員の中継役として

昨年11月クラブ会長より突然、第5グループのガバナ

ー補佐をとのコンタクトがあり、考えているうちに引

き受けることになってしまい、この大役を私如きが遂

行出来るかどうか、果たしてガバナーのお手伝いが出

来るかどうかを考えると胃の痛くなる毎日です。しか

し、一旦引き受けたからにはガバナーと会員の中継役

として精一杯努力する所存です。ガバナーの足手まと

いにならぬよう頑張ります。

不勉強な私ですがこの際、今一度ロータリーを見直

してみたいと思っております。

（札幌幌南RC）

第6グループガバナー補佐

近藤徹哉

形式にとらわれずに

ロータリークラブの創立－1905年当時の原点は、お互いに助け合いをし、各職

業を認め、研鑚をして地域に奉仕をする事で、自分の職業が成り立つ。

今までの、ロータリー活動を根本から見直す時代にきました。と考えています。

形式にとらわれず、質素で、そして内容の濃い－人間として何が幸せか？

をこの1年間に本年度のテーマに乗って行動をしていく事が、急務と考えます。

会員の方と大いに語る機会を沢山持つように努力して、言葉を通じてお互い

を認め合い尊敬する心を身につけていくことが、会員の増強に結び付く事と思い

ます。

出来るだけ、多く各クラブを訪問して、意見を述べる機会を各クラブ会員と持

って、ディスカッッションを多くします。退会防止策の一環となりますし、その

目的は、信頼関係の構築を目指して、まず聞く耳をもって、事の対処に当たります。

いままでの慣例を根本から見直す時期にきていると思いますし、費用対効果

の面でも経済界の動態を参考にしながら、少しずつ移行をすることが大切であ

ると信じます。この1年浅学非才な私ですが、宜しくご指導、ご鞭撻の程お願い

申し上げます。

（余市RC）

第7グループガバナー補佐

和田次彦

地域社会との関わりを

私たちの運動は、地域社会の最も徳性を重んじる企
業人の日常の出会いの中から、自らの資質向上を図り、
識見と判断力を増すなかで、より良い社会を求めるこ
とであります。と同時に私たちは「企業はそれ自体が
市民権を有し、社会的役割を担った存在である」とい
うことをしっかりと認識することが大切であると考え
ます。私たちのロータリークラブも又、同じなのであ
ります。
よって今私たちに求められていることは、具体的活

動を通して、より深く地域社会と関わりあうことであ
ります。自己研鑚の場としてのロータリーと共に、よ
りアクティブな運動体としてのロータリークラブを目
指したいと思います。

（千歳セントラルRC）

第8グループガバナー補佐

郷司公雄

ガバナーとのパイプ役

ガバナー補佐を拝命して、このガバナー補佐の役割

を私は、ガバナーとグループのパイプ役と理解しまし

た。すなわち、この1年間ガバナーは地区の中で何を目

指しているかを正しく理解し、グループに浸透させる。

また、グループ内の各クラブが持つ悩みや活動を、ガ

バナーに正しく伝えることだと思っております。ロー

タリーの原点であります各クラブの発展が、地区の発

展につながると思い、この役割を微力ですが担って行

きたいと思っております。ご協力よろしくお願いいた

します。

（様似RC）
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第9グループガバナー補佐

斉藤修弥

意思疎通の強化

ガバナー補佐の主な責務は担当クラブの管理運営に

関して、ガバナーを支援することと明記されておりま

す。具体的には 1．ガバナーの公式訪問に関連してク

ラブ協議会に出席する。2．ロータリー年度の四半期に

最低一回はクラブを定期的に訪問し、クラブ会長はじ

めクラブ指導者と会合すると規定されておりますので、

この原則を遵守してガバナーと各クラブとの意思疎通

の強化をはかり、以ってロータリー活動の活性化に寄

与したいと願っています。

（室蘭RC）

第10グループガバナー補佐

遠藤哲二

意識変改と行動

第10グループ担当のガバナー補佐の大役を任命され、身の引き締ま

る思いとその責務を全う出来るのかとの危惧の念で一杯でございます。

ビチャイ・ラタクルRI会長は「慈愛の種を播きましょう」とのテー

マを高々と掲げ、小林ガバナーは「家庭に」、「クラブに」、「職場に」そ

して「地域社会から国際奉仕に」、「慈愛の種を播きましょう」と四つ

の目標を設定し、そのためには皆が充分話し合い、意識の変革もし

なければならないでしょう。何よりも行動を起こすことが大事であ

る。との事でございます。

ガバナー補佐としての私の任務はRI会長とガバナーの方針を各ク

ラブが実践していく様にする。又、各クラブの活動状況をガバナー

に報告、そのクラブとして最も適切な活動をする様に促すなど、手

助けする事にあります。

元より浅学非才でありますので皆様の御支援、御指導をいただき

任を果たしたいと思いますのでよろしくお願い致します。

（函館RC）

第11グループガバナー補佐

松見修二

融和を目指して

ロータリーの目的を意識し、融和を目指して。
私は2000－01遠藤正之ガバナー年度に『クラブに新風と活力を』をクラブテ
ーマにクラブ会長を終え、暫くは気持ちを楽にしていたところ、小林ガバナー
より第11グループのガバナー補佐を拝命し大役を務めることに成り身の引き締
まる思いが致します。
最近特に感じることは、急激な社会機構の変革がロータリーの理念と言う物
差しでは計ることが困難になってきたのではないかと思われます。
そこで、小林ガバナー年度のガバナー補佐として
1．グループ内の地域に密着した奉仕活動を実践しロータリーの目的を再認
識することを進めたい。

1．グループ内の親睦活動に積極的に参加して、親睦を通じて各クラブの融
和に努めたい。

1．各クラブの訪問機会を出来るだけ多くし、ガバナーとクラブを繋ぐパイ
プ役に徹します。

浅学非才でありますが、以上の3点を中心にこの1年間ガバナー補佐としての
活動をして参りたいと思います。11グループ内6クラブの会員の皆様、宜しく
ご協力をお願い申し上げます。

（函館北RC）

第12グループガバナー補佐

川田憲秀

組織は会員のために

既予定者でありました、藤岡和男さんが体調が思わしくな

く、急遽交代いたしました。

ロータリークラブの長い歴史が、様々な形式を続けてきま

したので、なかなか改善することに時間がかかることとは思

いますが、21世紀のロータリーはこれまでの、スタイルを継

続していては、会員数は減少するばかりです。すこしでも、

改善できるとすれば、小林年度しかないと確信しました。

1905年ポールハリスがロータリーを創設したアメリカ社会に、

今の日本が極めて似ている……弱肉強食の経済通念が先行し

ているのです……地域社会の公正な経済活動の必要性や社会

的弱者のための活動の火を消してはならない……こんな、点

を強調することが大切と思います。組織は会員のために2002

～2003はこれが、強調できて、ロータリーを変えることがで

きるラストチャンスかもしれません。

（白老RC）
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ガバナー補佐連絡先一覧2002－2003年度

勤務先・役職

職業分類

（医）厚北会吉本病院 理事長・院長

私立病院

（ガバナー補佐室）

川本運輸㈱　代表取締役社長

プレス機械

㈱辻野商店　代表取締役会長

穀物販売

北海道自動車短大　学長

機械工学教育

角掛産婦人科　院長

産婦人科医

㈲みどりや　代表取締役

レストラン

㈲エスプラザ　代表取締役

ビル管理

様似郵便局　局長

通信事業

（医）斎藤外科医院　院長

整形外科医

遠藤歯科医院　院長

口腔外科医

㈱北匠建築設計事務所 代表取締役

建築設計

㈱川田商会　代表取締役

石油販売

氏名

所属クラブ

吉本　勲
（深川）

藤原　税
（赤平）

辻野　修
（当別）

村山　正
（札幌）

角掛晴雄
（札幌幌南）

近藤徹哉
（余市）

和田次彦
（千歳セントラル）

郷司公雄
（様似）

斎藤修弥
（室蘭）

遠藤哲二
（函館）

松見修二
（函館北）

川田憲秀
（白老）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

勤務先所在地

自宅住所

〒074-0003 深川市3条25番19号

〒074-0002 深川市2条25番19号

〒074-0003 深川市3条8番25号　㈱しまの内

〒079-1101 赤平市共和201-16

同上

〒061-0224 石狩郡当別町末広町380

〒061-0224 石狩郡当別町末広町380-1

〒062-0922 札幌市豊平区中の島2条6丁目2-1

〒064-0944 札幌市中央区円山西町8-6-1

〒062-0903 札幌市豊平区豊平3条7丁目2-10

〒062-0903 札幌市豊平区豊平3条8丁目1-50-306

〒046-0001 余市郡余市町栄町8

〒046-0003 余市郡余市町黒川町15-22-9

〒066-0063 千歳市幸町4丁目30番地の1

〒066-0065 千歳市春日町5丁目5-7

〒058-8799 様似郡様似町錦町6番6号

〒058-0032 様似郡様似町西町99-1

〒051-0011 室蘭市中央町2丁目7-17

同上

〒040-0053 函館市末広町18-9

同上

〒041-0853 函館市中道1丁目14－1

〒041-0841 函館市日吉町3-5-17

〒059-0921 白老郡白老町石山15番地

〒059-0914 白老郡白老町栄町2丁目3番23号

TEL

0164-22-7130

0164-22-1566

0164-22-3261

0125-32-2177

0125-32-2324

01332-3-2035

01332-3-4123

011-821-1207

011-621-8055

011-811-5665

011-823-5208

0135-22-4747

0135-22-4423

0123-22-6885

0123-23-5148

01463-6-2470

01463-6-2876

0143-23-1411

0143-22-1415

0138-22-3718

0138-23-1618

0138-51-1650

0138-54-7012

0144-83-6111

0144-85-9900

FAX

0164-22-7132

0164-22-3454

0125-32-0128

01332-3-3591

011-821-7300

011-621-8055

011-821-5368

0135-23-4915

0135-23-8338

0123-23-5941

01463-6-4746

0143-24-3599

0138-23-3718

0138-51-1571

0144-83-6641

グ
ル
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財団法人札幌がんセミナー（Sapporo Cancer Seminar Foundation）
がんの解決を目的にがんの国際会議が1981年から夏に、またがんの臨床にかかる全国会

議が1987年から冬（雪まつりの頃）に毎年札幌で開催されている。既に二十余年の歴史を
もち2千数百名の内外の研究者が参加した。理事長は小林博　北大名誉教授。ほかに面接に
よるがんのボランティア相談を電話予約のうえ実施している。時間は9:00am-5:30pmの間。
資料請求ほか連絡は下記財団事務所宛。ここはRI 2510地区のガバナー事務所（TEL:011-

219-2510）と現在共同利用中である。
連絡先：札幌市中央区大通西6丁目6 北海道医師会館6階

TEL:011-222-1506／FAX:011-222-1526／E-mail:scs-hk@phoenix-c.or.jp
URL:http://www.phoenix-c.or.jp/scs-hk/ 広 告
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博
 

城
木
　
浩
一
 

丸
山
　
淳
士
 

木
村
　
照
男
 

小
林
　
俊
之
 

C
 
◎
 

札
幌
P
G
 

札
幌

北
 

札
幌
真
駒
内
 

千
歳

 

札
幌

北
 

広
報
委
員
会
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

 

山
田
　
信
夫
 

野
田
　
富
夫
 

光
銭
　
健
三
 

廣
瀬
　
保
男
 

丸
山
　
雄
一
 

◎
 

苫
小
牧
北
 

滝
川

 

上
磯

 

小
樽
南
 

函
館

 

IC
委
員
会
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

西
條
　
正
博
 

亀
井
　
敏
清
 

廣
川
　
雄
一
 

長
谷
川
振
一
 

大
渕
　
勝
敏
 

中
島
　
　
健
 

滝
本
　
　
繁
 

C
 
◎
 

札
幌
P
G
 

函
館

 

札
幌

 

札
幌
東
 

小
樽
南
 

滝
川

 

札
幌
手
稲
 

情
報
委
員
会
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

  

佐
藤
　
　
公
 

斎
藤
　
元
護
 

山
名
　
善
久
 

坂
井
　
　
治
 

◎
 

札
幌
北
 

札
幌
南
 

札
幌
幌
南
 

千
歳
セン
トラ
ル
 

 

雑
誌
委
員
会
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

 

塚
原
　
房
樹
 

小
田
切
房
之
 

舛
田
　
雅
彦
 

佐
々
木
　
敦
 

藤
森
　
敏
昭
 

篠
島
　
　
弘
 

◎
 

札
幌
東
 

札
幌
東
 

札
幌
幌
南
 

札
幌
真
駒
内
 

札
幌
モー
ニン
グ
 

滝
川

文
献
資
料
室
 

増
強
部
門
 

奉
仕
部
門
 

育
成
部
門
 

地
区

委
員

会
部

門
 

情
報
部
門
 

C
：
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
◎
委
員
長
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
） 

菅
原
　
耕
治
 

竹
原
　
　
巖
 

大
田
す
み
子
 

河
野
　
英
夫
 

熊
谷
　
　
満
 

脇
田
　
　
稔
 

米
山
　
道
男
 

担
当
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
） 

竹
原
　
　
巖
 

大
田
す
み
子
 

河
野
　
英
夫
 

熊
谷
　
　
満
 

米
山
　
道
男
 

脇
田
　
　
稔
 

菅
原
　
耕
治
 

担
当
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ
ナ
ー
 

（
） 

佐
藤
　
　
公
 

地
区
委
員
 

札
幌
北
 

（
） 

山
田
　
信
夫
 

役
　
員
 

苫
小
牧
北
 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
委
員
会
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

伊
藤
　
長
英
 

小
林
　
　
博
 

戸
井
　
敏
夫
 

理
　
事
 

評
議
員
 

評
議
員
 

苫
小
牧
北
PG
 

札
幌
北
 

札
幌
幌
南
 

米
山
記
念
奨
学
会
 

D
IC
O

ホ
ス
ト
：
札
幌
北
R
C

 吉
村
　
洋
吉
 

丸
山
　
淳
士
 

佐
々
木
　
淳
 

神
谷
　
英
光
 

黄
木
　
道
晴
 

金
井
　
義
司
 

金
坂
　
和
正
 

黒
田
　
一
夫
 

本
田
　
　
勇
 

小
森
　
吉
夫
 

指
川
　
　
健
 

南
部
　
昭
憲
 

林
下
　
忠
雄
 

浜
井
　
俊
弘
 

 

ホ
ス
ト
R
C
会
長
 

実
行
委
員
長
 

実
行
副
委
員
長
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

実
行
委
員
 

ホ
ス
ト
：
札
幌
真
駒
内
R
C

地
区
役
員
部
門
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
） 

菅
原
　
耕
治
 

大
田
す
み
子
 

河
野
　
英
夫
 

熊
谷
　
　
満
 

竹
原
　
　
巖
 

米
山
　
道
男
 

脇
田
　
　
稔
 

武
石
　
忠
俊
 

代
表
幹
事
 

幹
事
 

幹
事
 

幹
事
 

幹
事
 

幹
事
 

幹
事
 

幹
事
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

千
歳

 

（
）
 

（
）
 

（
）
 

（
） 

杉
下
　
清
次
 

大
西
　
　
勲
 

島
津
　
宏
興
 

福
田
　
武
男
 

委
員
長
 

委
員
 

委
員
 

委
員
 

札
幌
北
 

札
幌
北
 

札
幌
南
 

千
歳

 

地
区
幹
事
 

地
区
財
務
委
員
会
 

地
区
研
修
リ
ー
ダ
ー
 

西
條
　
正
博
（
札
幌
P
G
） 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
 

小
林
　
　
博
（
札
　
幌
　
北
） 

R
I会
長
 
ビ
チ
ャ
イ
・
ラ
タ
ク
ル
 

板
橋
　
敏
雄
 

菅
生
　
浩
三
 

R
I理
事
 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
・
エ
レ
ク
ト
 

佐
藤
　
秀
雄
（
千
　
　
　
歳
） 

（
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度
） 

（
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（
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国際ロータリー第2510地区クラブ一覧表2002－2003年度

G クラブ名 クラブ事務所　所在地 
会長 
幹事 

事務所 
TEL／FAX

会
員
数 

G クラブ名 クラブ事務所　所在地 
会長 
幹事 

事務所 
TEL／FAX

会
員
数 

村中俊二 
寺岡義人 
榊原照夫 
西川弘二 
梅沢見堂 
斎藤　忠 
新名秀雄 
川森康次郎 
大沼哲郎 
鈴木康伸 
赤川清介 
渡部芳己 
北　正信 
荒川忠義 
北谷好文 
山崎義彦 
神部洋史 
松原　章 
大竹繁夫 
藤井　明 
西村　孚 
菊田政徳 
品川昌典 
高田寛司 
小林弘明 
荒木敏博 
坂田知樹 
渡辺　　 
本田義晏 
高野正光 
北川清則 
久住八郎 
泉亭祐司 
佐藤順一 
荒　紀男 
櫻井政経 
安澤正美 
高橋紀幸 
北川敏夫 
丹羽　肇 
片岡是充 
前田一人 
井野　智 
児玉芳明 
高下泰三 
大越克己 
三上直彦 
大島利一 
中川喬雄 
中村和雄 
南原康二 
菊地　章 
阿部哲夫 
江口　洸 
砺波　寿 
前田恒雄 
森谷明弘 
泉　仁史 
中島一郎 
西川哲也 
五十嵐勤 
保木茂実 
木津敏彦 
長谷川美栄子 
大橋由政 
武井　優 
西勝照平 
櫛引英雄 
丹呉幹彦 
谷内馨一 
相馬哲也 
加藤正幸 

深　川 
 

羽　幌 
 

妹背牛 
 

小　平 
 

留　萌 
 

赤　平 
 

芦　別 
 

砂　川 
 

滝　川 
 

美　唄 
 

江　別 
 

江別西 
 

岩見沢 
 

岩見沢東 
 

栗　沢 
 

栗　山 
 

当　別 
 

札　幌 
 

札　幌 
あけぼの 

札　幌 
はまなす 

札幌北 
 

札　幌 
モーニング 

札幌西 
 

札幌西北 
 

札幌手稲 
 

札幌東 
 

札幌清田 
 

札幌幌南 
 

札　幌 
真駒内 

札幌南 
 

新札幌 
 

札　幌 
大通公園 

岩　内 
 

倶知安 
 

小　樽 
 

小樽南 

T（0164）23-2121
F（0164）23-2125
T（01646）2-4189
F（01646）2-4189
T（0164）32-2025
F（0164）32-2003
T（0164）56-9500
F（0164）56-9555
T（0164）42-2058
F（0164）42-9000
T（0125）32-3988
F（0125）32-3988
T（01242）2-3444
F（01242）2-2345
T（0125）52-3989
F（0125）52-4572
T（0125）22-3344
F（0125）24-2755
T（01266）2-2501
F（01266）3-4942
T（011）382-0939
F（011）382-0936
T（011）382-0081
F（011）382-0081
T（0126）24-0700
F（0126）24-0020
T（0126）23-0945
F（0126）23-0945
T（0126）45-2002
F（0126）45-4655
T（01237）2-1278
F（01237）2-4001
T（01332）2-0575
F（01332）2-0575
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）671-6589
F（011）671-6590
T（011）736-6616
F（011）736-8322
T（011）700-4511
F（011）700-4512
T（011）242-3360
F（011）219-1308
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）231-1297
F（011）231-6724
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）632-5303
F（011）632-5308
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）231-1297
F（011）222-2744
T（011）801-1311
F（011）801-1312
T（011）811-5160
F（011）811-5160
T（0135）62-1201
F（0135）62-2822
T（0136）22-1158
F（0136）23-2258
T（0134）25-1515
F（0134）23-4196
T（0134）25-1515
F（0134）23-4196

47

47

13

16

72

40

58

62

114

49

57

43

98

37

35

37

45

130

20

31

61

61

81

58

59

126

28

88

52

101

45

18

42

55

96

86

1

2

3

4

5

6

074-0003　深川市3条6番7号 
プラザホテル板倉内 

078-4108　苫前郡羽幌町南大通2丁目 
㈲大栄印刷内 

079-0501　雨竜郡妹背牛町364番地21 
妹背牛商工会館内 

078-3301　留萌郡小平町小平町356-2 
小平町文化交流センター内 

077-0044　留萌市錦町1丁目 
留萌産業会館内 

079-1136　赤平市本町2丁目1 
西沢税理士事務所内 

075-0031　芦別市南1条東1丁目11番地 
芦別商工会議所内 

073-0152　砂川市東2条北3丁目 
砂川パークホテル内 

073-0032　滝川市明神町2丁目2-16 
ホテルスエヒロ7階 

072-0025　美唄市西2条南2丁目2-3 
美唄ホテルスエヒロ内 

067-0074　江別市高砂町10番地15 
 
069-0812　江別市幸町10番地7 
 
068-0004　岩見沢市4条東1丁目6-1 
三井グリーンランド　ホテルサンプラザ4階 

068-0006　岩見沢市6条東1丁目1 
平安ビル2階 

068-0127　空知郡栗沢町本町11番地 
栗沢町商工会館内 

069-1511　夕張郡栗山町中央2丁目1番地 
くりやまカルチャーEKI　栗山商工会議所内 

061-0223　石狩郡当別町弥生1091 
㈱田西会館内 

060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 
北海道ビル902 

063-0032　札幌市西区西野2条2丁目8-13 
 
001-0908　札幌市北区新琴似8条1丁目1-45 

坂田ビル3階 
060-0807　札幌市北区北7条西5丁目 

ストークマンション札幌906 
060-0005　札幌市中央区北5条西6丁目 

第1道通ビル1階 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
060-0004　札幌市中央区北4条西15丁目1番14号4階 

 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
060-0002　札幌市中央区北2条西4丁目 

北海道ビル902 
004-0052　札幌市厚別区厚別中央2条5丁目4-35 

新札幌駅前ハイツ202号 
062-0931　札幌市豊平区平岸1条18丁目1-6 

ルワズイール天神山MS1階 
045-0003　岩内郡岩内町字万代1-4 

㈱ホテルうきよ内 
004-0033　虻田郡倶知安町南3条西2丁目 

ホテル第一会館内 
047-0032　小樽市稲穂1-4-1 

小樽グランドホテル内 
047-0032　小樽市稲穂1-4-1 

小樽グランドホテル内 

長尾繁範 
安斉　博 
高橋一郎 
堀川強太郎 
安田　亘 
高橋哲雄 
村松克重 
福田武男 
田口　廣 
井上英幸 
早瀬源一 
村本満男 
真木孝男 
竹内　実 
三輪崇穂 
森下　伸 
本間好道 
大坂直人 
荒木義広 
喜多　昌 
出口弘史 
富永　信 
坂本好則 
田中正之 
嵐　忠一 
石垣勝英 
大山勝美 
大針道生 
中井英光 
新井田孝 
牧野　嵩 
三国雅捷 
前田康博 
寄木清二 
村井幺乙 
泉波孝幸 
高橋恒夫 
中村　雅 
川南明則 
皆川一男 
加藤健太郎 
藤井方雄 
中村泰三 
沖田　豊 
伊藤　進 
福地隆祐 
木宮正樹 
柴田晴史 
片山幸夫 
角　　健 
横内隆文 
田畑裕士 
能戸　彰 
阿彦　治 
吉川達也 
佐藤雄喜 
小笠原孝 
増田定雄 
増田幸久 
竹原力也 
本間靖夫 
佐々木伸一 
高石誠次 
石田信雄 
今野陽三 
阿部喜朗 
児玉和雄 
小笠原正男 
紺野誠一 
荒井捷一 

小樽銭函 
 

蘭　越 
 

余　市 
 

千　歳 
 

千　歳 
セントラル 

恵　庭 
 

北広島 
 

長　沼 
 

由　仁 
 

えりも 
 

三　石 
 

様　似 
 

静　内 
 

浦　河 
 

伊　達 
 

室　蘭 
 

室蘭東 
 

室蘭北 
 

登　別 
 

洞爺湖 
 

函　館 
 

函館亀田 
 
森 
 

七　飯 
 

長万部 
 

江　差 
 

函　館 
五稜郭 

函館東 
 

函館北 
 

上　磯 
 

松　前 
 

白　老 
 

苫小牧 
 

苫小牧東 
 

苫小牧北 

T（0134）62-4676
F（0134）62-4676
T（0136）57-5437
F（0136）57-5576
T（0135）21-4171
F（0135）21-4172
T（0123）23-4470
F（0123）23-4600
T（0123）26-5788
F（0123）26-5788
T（0123）32-2388
F（0123）32-6066
T（011）373-8892
F（011）373-8892
T（01238）8-0801
F（01238）8-0801
T（01238）3-2634
F（01238）3-2564
T（01466）2-2311
F（01466）2-2314
T（01463）3-2311
F（01463）3-2314
T（01463）6-2341
F（01463）6-4584
T（01464）3-2481
F（01464）3-2495
T（01462）2-4111
F（01462）2-4115
T（0142）23-0512
F（0142）23-0516
T（0143）22-7545
F（0143）22-7545
T（0143）44-3338
F（0143）43-7400
T（0143）45-6569
F（0143）45-6569
T（0143）85-4111
F（0143）85-2428
T（0142）75-3345
F（0142）75-2430
T（0138）23-3870
F（0138）22-2251
T（0138）23-3870
F（0138）22-2251
T（01374）2-2432
F（01374）2-2684
T（0138）65-4661
F（0138）65-4946
T（01377）2-2270
F（01377）2-5257
T（01395）2-0856
F（01395）2-2358
T（0138）23-3870
F（0138）22-2251
T（0138）23-3870
F（0138）22-2251
T（0138）23-3870
F（0138）22-2251
T（01392）2-2233
F（01392）2-5818
T（01394）2-2135
F（01394）2-5152
T（0144）85-2736
F（0144）85-2988
T（0144）36-2688
F（0144）33-3159
T（0144）35-3344
F（0144）33-7744
T（0144）33-0112
F（0144）33-7744

20

18

50

77

36

51

16

27

18

26

20

25

68

45

58

70

58

52

38

11

106

54

49

36

15

25

76

70

54

33

7

34

71

36

55

6

7

8

9

10

11

12

047-0261　小樽市銭函3丁目298番地 
�ひまわり会札樽病院内 

048-1301　磯谷郡蘭越町蘭越町8-2 
ふれあいプラザ21内 

046-0003　余市郡余市町黒川町3丁目141 
 
066-0036　千歳市北栄2丁目2-1 

千歳全日空ホテル3階 
066-8520　千歳市本町4丁目4 

ホテル日航千歳内1階 
061-1441　恵庭市住吉町80-1 

弘中税理士事務所2階 
061-1134　北広島市広葉町5丁目6-8 
 
069-1342　夕張郡長沼町旭町南1丁目1-2 

KSインターナショナル内 
069-1203　夕張郡由仁町東栄78 

株式会社後藤組内 
058-0204　幌泉郡えりも町字本町170-1 

日高信用金庫えりも支店内 
059-3108　三石郡三石町字本町54 

日高信用金庫三石支店 
058-0014　様似郡様似町大通2丁目35-2 

日高信用金庫大通支店内 
056-0017　静内郡静内町御幸町2丁目1-9 

商業協同組合日専連静内会3階 
057-0013　浦河郡浦河町大通2丁目31-2 

日高信用金庫本店内 
052-0021　伊達市末永町33-3 

ローヤル内 
051-0022　室蘭市海岸町2-3-2 

室蘭産業会館4階 
050-0073　室蘭市宮の森町1-1-64 

蓬峽殿内 
050-0074　室蘭市中島町2丁目28-6 

ホテル・サンルート室蘭内 
059-0012　登別市中央町5丁目6-1 

登別商工会議所会館内 
049-5721　虻田郡虻田町字洞爺湖温泉54 

秋田ビル211号室内 
040-0064　函館市大手町5番10号 

ニチロビル4階 
040-0064　函館市大手町5番10号 

ニチロビル4階 
049-2325　茅部郡森町字本町6-22 

森商工会議所内 
041-1122　亀田郡七飯町大川1丁目11-20 

㈲ななえ印刷内 
049-3521　山越郡長万部町本町107 

長万部商工会館内 
043-0022　桧山郡江差町字伏木戸町634 

㈱田畑建設内 
040-0064　函館市大手町5番10号 

ニチロビル4階 
040-0064　函館市大手町5番10号 

ニチロビル4階 
040-0064　函館市大手町5番10号 

ニチロビル4階 
049-0422　上磯郡木古内町本町52番地 

�健亮会　光銭医院内 
049-1511　松前郡松前町字松城11 

西村薬局内 
059-0902　白老郡白老町若草町2丁目3-1 

白老観光センター内 
053-0022　苫小牧市表町1丁目1-13 

苫小牧経済センタービル内 
053-0006　苫小牧市新中野町3丁目1-12 

川端ビル内 
053-0006　苫小牧市新中野町3丁目1-12 

川端ビル内 
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このプランは、ご承知のとおりガバナーの負担を出来るだけ減らし地区の運営はガバナー補佐に分担していいただこうとい
う趣旨である。今年度、12グループのガバナー補佐はじめ71クラブ会長・幹事のご協力をいただき、ガバナーの公式訪問は従
来の個々のクラブの訪問ではなく下記のような合同例会の公式訪問となった。この新しい試みにご協力をお願いします。

ガバナー公式訪問日程表2002－2003年度

地区リーダーシッププラン（DLP）の完全実施にむけて

 

1 

 

 

 

2 

 

 

 
3 

4 

 

 
5 

 

 
6 

 

7 

 

 

8 

 

 
9
 

 
10
 

 

 
11 

 

 
12
 

13

 

7／21（日） 

 

 

 

7／22（月） 

 

 

 
7／23（火） 

7／24（水） 

 

 
7／26（金） 

 

 
7／30（火） 

 

8／6（火） 

 

 

8／20（火） 

 

 
8／21（水）

 

 
8／27（火） 

 

 
8／28（水） 

 

 
8／29（木）

 

9／2（月） 

上　　　磯 

江　　　差 

松　　　前 

函　　　館 

函 館 亀 田 

函館五稜郭 

函　館　東 

函　館　北 

栗　　　沢 

栗　　　山 

札　　　幌 

苫　小　牧 

苫 小 牧 北 

苫 小 牧 東 

白　　　老 

深　　　川 

妹　背　牛 

七　　　飯 

森 

長　万　部 

浦　　　河 

様　　　似 

え　り　も 

静　　　内 

三　　　石 

芦　　　別 

赤　　　平 

室　　　蘭 

室　蘭　東 

室　蘭　北 

登　　　別 

伊　　　達 

洞　爺　湖 

札　幌　北 

 

12：30 

 

 

 

12：30 

 

 

 
12：30 

12：30 

 

 
12：30 

 

 
18：00

 

 

18：30 

 

 

12：30 

 

 
12：30 

 
12：30 

 

 
12：30 

 

 
12：30 

12：30 

 

 

11：30～ 

 

 

 

11：00～ 

 

 

 
11：30～ 

11：30～ 

9：30～10：10 

10：15～10：55 

11：00～11：40 

11：45～12：25 

15：55～16：40 

16：45～17：30 

 

17：00～ 

 

9：30～10：15 

10：20～11：05 

11：15～12：00 

10：20～11：05 

11：15～12：00 

 
10：30～ 

 

⑪松見修二 

 

 

 
⑩遠藤哲二 

⑪松見修二 

 

 
③辻野　修 

④村山　正 

 

 
⑫川田憲秀

 

 

 
①吉本　勲 

 

⑩遠藤哲二 

 

 

 

⑧郷司公雄 

 

 

 
②藤原　税

 

 

 

 
⑨斎藤修弥

 

 

 

④村山　正 11：30～ 

 

江差 

 

函館ホテル 
オークランド 

栗山パラダイス 
ヒルズホテル 

苫小牧 
グランドホテル 
ニュー王子 

深川 
プラザホテル
板倉 

大沼 
プリンスホテル 

浦河 
ウエリントン
ホテル 

静内 

赤平 
交流センター
未来 

室蘭 
蓬莱殿 

伊達 
ローヤルホテル 

札幌 
グランドホテル 

札幌 
パークホテル 

 

14 

 

 
15 

 

16 

 

 

 
17 

 

 

 
18 

 

 
19 

 

20 

 

 

21 

 

 
22 

 

 

23 

 

24 

 

 
25 

 

 

26

 

9／3（火） 
 

 

9／4（水） 

 

9／5（木） 

 

 

 
9／  7（土） 

 

 

 

9／10（火） 

 

 

9／12（木） 

 

9／13（金） 

 

 

9／21（土） 

 

 
10／17（木） 

 

 

10／18（金） 

 

10／ 21（月） 

 

 
10／23（水） 

 

 

10／31（木） 

小　　　樽 

小　樽　南 

小 樽 銭 函 

札幌はまなす 

札幌モーニング 

江　　　別 

江　別　西 

当　　　別 

余　　　市 

岩　　　内 

倶　知　安 

蘭　　　越 

札　幌　西 

札幌あけぼの 

札 幌 西 北 

札 幌 手 稲 

千　　　歳 

千歳セントラル 

羽　　　幌 

小　　　平 

留　　　萌 

岩　見　沢 

岩 見 沢 東 

美　　　唄 

滝　　　川 

砂　　　川 

札 幌 幌 南 

札 幌 清 田 

札幌真駒内 

札幌大通公園 

札　幌　南 

恵　　　庭 

北　広　島 

長　　　沼 

由　　　仁 

札　幌　東 

新　札　幌 

 

12：30 

 
 

7：30 

 

12：30 

 

 

 
12：30 

 

 

 

12：30 

 

 

12：30 

 

18：00 

 

 

18：30 

 

 
18：30 

 

 

12：30 

 

12：30 

 

 
18：30 

 

 

12：30

10／11（金） 
G事務所 
幌南）15：00 
清田）15：45 
真駒内）16：30 
大通公園）17：158／28（水） 

時間未定 
（クラブ毎） 

8／27（火）17：00 
センチュリーロイヤルホテル 
9／3（火）16：00 
G事務所 

 

11：30～ 

9：15～9：55 

10：00～10：40 

10：45～11：25 

11：30～12：10 

 

11：00～ 
ガバナー事務所 

 

 
11：00～ 

15：05～15：50 

15：55～16：40 

16：45～17：30 

 

17：30～ 

 

 
16：30～ 

 

 

 

 

11：45～ 

 

 
17：00～ 

 

15：00～ 

14：00～ 

 

⑥近藤徹哉 

 

 
④村山　正 

 

③辻野　修 

 

 

 
⑥近藤徹哉 

 

 

 

④村山　正 

 

 

⑦和田次彦 

 

①吉本　勲 

 

 

③辻野　修 

 

 
②藤原　税 

 

 

⑤角掛晴雄 

 

 

 

 
⑦和田次彦 

 

 

⑤角掛晴雄 

センチュリー 
ロイヤルホテル 

江別 
市民会館 

余市 
ホテル水明閣 

千歳 
全日空ホテル 

サンセットプラザ 
羽幌 

岩見沢 
サンプラザ 

滝川 
ホテルスエヒロ 

サッポロ 
ルネッサンス
ホテル 

キャッスル
恵庭 

札幌 
ロイヤルホテル 

札幌 
後楽園ホテル 

No. 月日 クラブ名 会長幹事懇談会 担当ガバナー補佐 
例会 

時間 会場 
No. 月日 クラブ名 会長幹事懇談会 担当ガバナー補佐 

例会 
時間 会場 

センチュリー 
ロイヤルホテル 

小樽 
グランドホテル 

  9：00～  9：45 

10：00～10：45 

11：00～11：45



No.1 2002―2003 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER 15

指導力の持続 ─1999年国際協議会におけるRI会長エレクトカルロ・ラビッツァさんの講演から
ガバナー　小林　博

会員の皆様へ

重要な意志決定は

ロータリーは単年性か継年性かということがある。

1人のガバナーが、1年ぽっきりで勝手なことをやって

もいいのか、或いは継続的に何年も続けてやらなけれ

ばいけないのか。もちろん物事による。非常識な企画

であれば続くわけでもないし、素晴らしい企画なら黙

っていても継続するであろう。

1999年の国際協議会におけるRI会長エレクトのカル

ロ・ラビッツァさんがロータリー2000年の課題「指導

力の持続」というテーマで素晴らしい講演をしている。

カルロ・ラビッツァ氏がRIの会長ノミニーになった

とき、彼はグレン・キンロスRI会長に呼ばれ、レイス

ィー会長エレクトと3人一緒に重要な意思決定をする

ように誘われた。これはロータリーにとって歴史的な

瞬間であったという。

それまでは単年性で、一人ひとりのRI会長の判断で

進められ、重要な決定がRI会長エレクト或いは会長ノ

ミニーと相談されることはなかった。

「ガバナーのみなさん一人ひとりが2人の後任者と3

頭制を築くようお願い致します。最高責任者が毎年変

わる企業を想像してみて下さい。この1年交代性のロ

ータリーが94年間生き残れたのは、幸運としか言いよ

うがありません」。

賢明なる変化を

カルロ・ラビッツァ氏はロータリーの創始者ポー

ル・ハリスの言葉を引用している。「物事は年を経る

につれ、慣行化します。伝統が理性の行使を阻みます。

今まで、いつもこうだったからという理由だけで価値

のないものや不合理なものが続けられます。かつては

存在理由があったとしても、もはや存在理由がないこ

とが明らかであっても、誰もあえて前例を破ろうとは

しません。」

以上の言葉は、ロータリーを変化のない千年一日の

如き団体としたくないと私達に語りかけております。

創始者ポール・ハリスは賢明なる変化の必要性を認識

していたのです。（貴重な資料提供の野口信夫パスト

ガバナーに深謝いたします）

「識字率向上月間」について
我々は、文字と数字の世界に生きている。もし、文字が読めない、書けない、計算

が出来ないとしたら、我々の生活はどうなるか。貧困から抜け出し、人間らしく暮ら

す事など出来ないと思う。社会から置き去りにされ、生計の総てを失い、飢餓と貧困

の状態となり、貧困は更に人々の学習の機会を奪ってしまうというように、非識字は

悲惨な悪循環を生み出すことになる。1997～1998年度キンロスRI会長は「飢餓と貧困

は、この世における様々な悪の根源である。飢餓と貧困との戦いを開始しよう。飢餓

や貧困のない世界、みんなが文字の読み書きや計算が出来る世界、これらを実現する

ために、ロータリアンが先頭に立たなければならない」とのメッセージを出し、こう

して1997～1998年度RI理事会は、識字率向上をRIの強調事項とし、2005年まで続ける

事を決定し、7月をRIの一番新しい特別月間とした。

現在、非識字者は約10億人とも言われ、その4分の3はアジア人であるとされている

（左表を参考に）。識字率はとくにアフガニスタン、ネパール、パキスタンなどの女性

に極端に低い。発展途上国には1億数千万人の就学年令児が含まれ、更に、自分の仕

事を果たす事が出来ない機能的非識字者が数百万人と推定されている。

ロータリーでは、非識字が原因でおこる社会的、経済的損失・損害に注意をはらい

支援して行こうと「ライトハウスプロジェクト」のように、地域社会共同隊、世界社

会奉仕、ロータリーボランティアその他の既存プログラムを通して識字率向上に取り

組んでいる。（RIの刊行物：「識字率を高めるロータリー」、“ロータリーの友”掲載

の関連記事などを参照。編集委員　熊谷　満）

アジア・太平洋19か国の識字率の比較
各国の男女別成人識字率（1995年）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
平均

国　名

モルジブ
フィリピン
タイ
ベトナム
スリランカ
マレーシア
インドネシア
ミャンマー
モンゴル
中国
イラン
パプアニューギニア
ラオス
インド
プータン
バングラデシュ
パキスタン
ネパール
アフガニスタン

成人女子

95.2％
93.8％
92.0％
87.7％
86.8％
79.4％
77.8％
77.7％
77.2％
72.7％
63.0％
62.7％
44.4％
37.6％
28.1％
26.1％
23.7％
18.6％
16.0％
59.9％

成人男子

95.3％
94.4％
96.3％
94.7％
93.7％
89.4％
89.7％
88.2％
88.6％
89.9％
78.8％
81.0％
69.4％
65.5％
56.2％
48.8％
53.6％
53.5％
46.2％
79.3％

注1）識字率はユネスコ統計年鑑（1998年）に基づいています。
注2）グラフは、女性の識字率の高い順に並べられています。
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地区予算2002－2003年度

一般地区資金 特別地区資金
収入の部

※前期2001‐2002年度は上期＠4,120 下期＠4,120となっており、2002‐2003年度はそれぞれ＠310ずつ増加しております。

科　　　　目

1. 前期繰越金
2. 一般地区資金　上期＠4,430 ※

同　　上　 下期＠4,430
3. RI助成金
4. ガバナー月信購読料
5. 雑収入

収入合計

2001-2002年度
予算
15,000,000
15,244,000
15,656,000
2,700,000
2,300,000
100,000

51,000,000

2002-2003年度
予算
5,000,000
15,948,000
16,169,500
2,400,000
4,080,000
100,000

43,697,500

対前年増減

-10,000,000
704,000
513,500
-300,000
1,780,000

0
-7,302,500

摘　要

上期　3,600人
下期　3,650人

1部　100円

収入の部

※前期2001‐2002年度は上期＠4,430下期＠4,430となっており、2002‐2003年度はそれぞれ＠310ずつ減少しております。

科　　　　目

1. 前期繰越金
2. 特別地区資金　上期＠4,120 ※

同　　上　 下期＠4,120
収入合計

2001-2002年度
予算
5,000,000
16,391,000
16,834,000
38,225,000

2002-2003年度
予算
5,000,000
14,832,000
15,038,000
34,870,000

対前年増減

0
-1,559,000
-1,796,000
-3,355,000

摘　要

上期　3,600人
下期　3,650人

支出の部

科　　　　目

A.負担金
1. 地区大会
2. 地区協議会

Aの部小計
B.事業費
1. 地区インターアクト事業費
2. 地区ローターアクト事業費
3. 地区新世代活動事業費
4. 地区青少年交換事業費
5. 地区世界社会奉仕事業費
6. 地区財団奨学生事業費
7. 地区GSE事業費
8. 地区財団学友事業費
9. その他の事業費
10. 世界平和奨学金事業費
11. 予備費

Bの部小計
C. 規定審議会代議員費
D. 臨時支出金

支 出 合 計
次期繰越金

繰越金内訳　　　　　GSE事業費
規定審議会代議員費

その他の事業費
総　　　計

2001-2002年度
予算

8,625,000
4,312,500
12,937,500

2,100,000
2,850,000
1,275,000
7,500,000
2,625,000
750,000
2,062,500
225,000
750,000
100,000
300,000

20,537,500
150,000

33,625,000
4,600,000

38,225,000

2002-2003年度
予算

7,612,500
3,625,000
11,237,500

1,812,500
2,465,000
1,275,000
6,525,000
2,283,750
652,500
1,776,250
217,500
652,500
100,000
872,500

18,632,500
0

29,870,000
5,000,000

34,870,000

対前年増減

-1,012,500
-687,500
-1,700,000

-287,500
-385,000

0
-975,000
-341,250
-97,500
-286,250
-7,500
-97,500

0
572,500

-1,905,000
-150,000

-3,755,000
400,000

-3,355,000

摘　要

会員1人あたり＠2,100
＠1,000

＠500
＠680
ライラ委員会を含む
＠1,800
＠630
＠180
＠490
＠60

ガバナー事務所費の内訳細目

科　　　　目

1. 給与手当
2. 家賃･光熱費
3. リース料
4. 事務用品費
5. 印刷費
6. 登録料など負担金
7. 会議費
8. 通信費
9. 旅費交通費
10. 渉外費
11. 資料費
12. 備品費
13. 地区要覧費
14. ガバナー補佐事務費
15. 雑費
16. 予備費

合　　　計

2001-2002年度
予算
3,750,000
3,100,000

1,050,000
750,000
400,000
600,000
900,000
600,000
1,550,000
300,000
500,000
700,000
1,050,000
1,500,000
250,000

17,000,000

2002-2003年度
予算
3,300,000
900,000
500,000
1,000,000
1,200,000
50,000
800,000
900,000
500,000
900,000
500,000
300,000
700,000
1,200,000
600,000
250,000

13,600,000

対前年増減

-450,000
-2,200,000
500,000
-50,000
450,000
-350,000
200,000

0
-100,000
-650,000
200,000
-200,000

0
150,000
-900,000

0
-3,400,000

摘　要

支出の部

科　　　　目

A.地区大会
1. 地区表彰費
2. ガバナー記念費

Aの部小　計
B.助成金
1. 地区協議費
2. 都市連合会（IM)
3. 会長ｴﾚｸﾄ研修セミナー（PETS)
4. 地区リーダーシップセミナー
5. 分区協議会（グループ協議会）

Bの部小　計
C.負担金
1. ガバナー会
2. 日本ロータリー文庫

Cの部小　計
D.会議費
1. 地区ガバナー指名委員会
2. 地区ガバナー諮問委員会
3. 地区ガバナー補佐会議
4. 地区委員長会議
5. 地区研修リーダー会議
6. 地区クラブ奉仕委員会
7. 地区情報委員会
8. 地区広報委員会
9. 地区雑誌委員会
10. 地区IC委員会
11. 地区拡大委員会
12. 地区会員増強委員会
13. 地区職業奉仕委員会
14. 地区社会奉仕委員会
15. 地区家庭奉仕委員会
16. 地区新世代委員会
17. 地区ライラ委員会
18. 地区インターアクト委員会
19. 地区ローターアクト委員会
20. 地区国際奉仕委員会
21. 地区世界社会奉仕委員会
22. 地区青少年交換委員会
23. 地区趣味・職業別親睦
（親睦活動）委員会

24. 友情交換委員会
25. 地区ロータリー財団委員会
26. 地区国際親善奨学金委員会
27. 地区財団学友委員会
28. 地区GSE委員会
29. 地区財団増進委員会
30. 地区補助金委員会
31. 地区米山記念奨学金委員会
32. 地区米山学友委員会
33. 地区財務委員会
34. オン・ツー・ブリスベン委員会
35. 意義ある業績賞選考委員会
36. その他委員会
37. 予備費

Dの部小　計
E.旅費
1. ガバナー会
2. パストガバナー会
3. ロータリー研究会
4. ガバナーエレクト国際協議会
5. 全国ガバナーエレクト会議
6. 全国地区連絡会議
7. その他会議

Eの部小　計
F. ガバナー事務所費
G.ガバナーエレクト事務所費
H.ガバナー月信発行費
I. ガバナー公式訪問費
J. 地区文献資料室費
K.総予備費
L.臨時支出金

支 出 合 計
次期繰越金
総　　　計

2001-2002年度
予算

1,200,000
300,000
1,500,000

1,000,000
852,000
568,000

0
2,420,000

740,000
1,110,000
1,850,000

600,000
600,000
800,000
400,000
30,000
50,000
150,000
150,000

30,000
50,000
50,000
120,000

100,000

200,000
150,000
100,000
150,000
500,000

30,000

100,000
50,000
50,000
100,000
50,000
20,000
50,000

30,000
50,000
30,000
100,000
450,000

5,340,000

200,000
900,000
1,880,000
700,000
500,000
500,000
640,000
5,320,000
17,000,000
4,800,000
3,500,000
1,600,000
2,000,000
271,000

45,601,000
5,399,000
51,000,000

2002-2003年度
予算

500,000
200,000
700,000

800,000
720,000
400,000
100,000
350,000
2,370,000

700,000
1,050,000
1,750,000

500,000
500,000
800,000
400,000
30,000
50,000
150,000
150,000
30,000
30,000
30,000
50,000
100,000
120,000
120,000
100,000
30,000
150,000
150,000
100,000
150,000
500,000

30,000

30,000
50,000
50,000
50,000
50,000
50,000
20,000
50,000
30,000
30,000
50,000
30,000
100,000
140,000

5,000,000

150,000
500,000
1,000,000
700,000
150,000
400,000
200,000
3,100,000
13,600,000
4,800,000
4,300,000
1,000,000
1,900,000
177,500

38,697,500
5,000,000
43,697,500

対前年増減

-700,000
-100,000
-800,000

-200,000
-132,000
-168,000
100,000
350,000
-50,000

-40,000
-60,000
-100,000

-100,000
-100,000

0
0
0
0
0
0

30,000
30,000

0
0

50,000
0

120,000
0

30,000
-50,000

0
0
0
0

0

30,000
-50,000

0
0

-50,000
0
0
0

30,000
0
0
0
0

-310,000

-340,000

-50,000
-400,000
-880,000

0
-350,000
-100,000
-440,000
-2,220,000
-3,400,000

0
800,000
-600,000
-100,000
-93,500

-6,903,500
-399,000
-7,302,500

摘　要

地区チーム研修セミナー

新設
新設

新設

新設

新設

新設 今年度の地区予算について

昨今の経済状況から、当地区の会員数は減少傾向をたどり、この数
年間地区資金は単年度決算で赤字が続いております。例年、地区予算
案は会員増を前提に組まれることと、活発な地区活動の経費増により、
予算額と実績額に毎年大幅な差額が生じる結果となりました。
今年度は、単年度での予算内で運用処理しなければ次年度の運営

（今後の地区運営にも）に支障をきたすこととなります。大幅な資金
不足を回避するために各クラブからの地区分担金の増額が考えられま
すが、地区内各クラブの財務を圧迫するため、現状では地区経費の削
減しかありません。それは、地区活動の低下に繋がる不安があります
が、会員の皆様のご理解を頂き、この難局を乗り越えるべくご協力を
お願い致します。

今年度の予算の留意点として、
① 会員の地区負担金の総額（年間1人 8.55円）を変えずに一般資金と特別資金の比率
を変更

②大会助成金及び会議費の削減
③旅費の削減
④ガバナー事務諸費の大幅削減

など、支出合計で18～20％減となります。更には繰越金の減少を考慮した予算案
となりました。本年度は、少ない予算内で地道な地区運営と、効果的な事業活動が
求められています。
改めて、地区資金の現状をご理解頂き、会員皆様のご協力をお願い申し上げます。
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ロータリー定期報告先の所在地・連絡先と送金先振込口座一覧表2002－2003年度

Rotary International 
One Rotary Center 
1560 Sherman Avenue 
Evanston, Illinois 
60201 U.S.A.

The Rotary Foundation 
One Rotary Center 
1560 Sherman Avenue 
Evanston, Illinois 
60201-3698 U.S.A.

〒115-0045 
東京都北区赤羽2-51-3 
NS3ビル1階 

〒060-0042 
札幌市中央区大通西6丁目 
北海道医師会館6F

〒105-0011 
東京都港区芝公園2-6-3 
abc会館8F

〒105-0011 
東京都港区芝公園2-6-3 
abc会館8F

1-847-866-3000 

寄付増進関係 
　1-847-866-3222 
人道的プログラム 
　1-847-866-3304

奉仕室  
　03-3903-3161 
財団室 
　03-3903-3192 
経理室 
　03-3903-3183 
資料室 
　03-3903-3194

1-847-328-8554 
または 
1-847-328-8281 特記事項 

1．ロータリーレートはRIより連絡があります。円 
　 に換時の端数は送金合計金額で切り上げて処理
　 して下さい。 
2．振込手数料は各クラブにてご負担願います。 
3．送金期限を厳守願います。 

国際ロータリーへの振込 
（人頭分担金、比例人頭分
担金、新クラブ加盟申請
金、世界社会奉仕活動金、
TheRotarian 誌購読料、
資料代） 

三井住友銀行　本店営業部 
普通預金　0968049 
国際ロータリー日本事務局 
事務局長　大島四郎 

三井住友銀行　新宿御苑支店 
普通預金　6733244 
国際ロータリー日本事務局 
事務局長　大島四郎 

東京三菱銀行　本店 
普通預金　1528228 
国際ロータリー日本事務局 
事務局長　大島四郎 

三井住友銀行　本店営業部 
普通預金　8719834 
国際ロータリー日本事務局 
日本ロータリー奨学金委員会 
事務局長　大島四郎 

三井住友銀行　新宿御苑支店 
普通預金　0000167 
国際ロータリー日本事務局 
事務局長　大島四郎 

北海道銀行　本店営業部 
普通預金　2571382 
国際ロータリー第2510地区 
ガバナー事務所 
会計　杉下清次 

三井住友銀行　浜松町支店 
普通預金　6326314 
ロータリーの友事務所 

三井住友銀行　京橋支店 
普通預金　0920373 
�ロータリー米山記念奨学会 

ロータリー財団への寄付 

ロータリー財団への寄付 
税制上の優遇措置扱い分 

一般地区資金 
特別地区資金 
ガバナー月信購読料 
国際ロータリー2004年 
国際大会協力金 

ロータリーの友購読料 

011-222-1526011-219-2510

03-3436-595603-3436-6651

03-3578-828103-3434-8681

米ドル建振込 

普通寄付 
特別寄付 

全室共通 
　03-3903-3781

1-847-328-5260 
 
1-847-866-1894

No. 名　称 所在地 TEL FAX 送金の目的・種別 銀行振込口座 

国際ロータリー 

ロータリー財団 

国際ロータリー 
日本事務局 

第2510地区 
ガバナー事務所 

ロータリーの友 
事務所 

�ロータリー 
米山記念 
奨学会 

1

2

3

4

5

6
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ロータリー定期報告関係一覧表

報告書式・方法およびその時期

書類はRI日本事務局から直接次期幹事へ送付されます。

a．半期報告　b．会員リスト

2002年7月1日、2003年1月1日付けでRI事務総長宛で送付

して下さい。

人頭分担金・資料代－－－－－2002年7月1日付で作成

（半期報告書） 2003年1月1日付で作成

比例人頭分担金・資料代－－－2002年10月1日付で作成

（四半期報告書） 2003年4月1日付で作成

書式見本は「幹事要覧P.37」に掲載。

新会員入会の都度報告します。用紙はRI日本事務局から

無料で入手出来ます。

書式見本は「幹事要覧P.37」に掲載。会員が退会したとき

に報告します。用紙は上記と同様に無料で入手出来ます。

書式は「幹事要覧P.37」に掲載。会員の記載事項が変更に

なった時に報告します。用紙は上記と同様に無料で入手

出来ます。

毎月、最終例会終了後15日以内に報告して下さい。

書式は発送済の会員数及び出席報告をコピーしてご使用

下さい。

クラブの会長、幹事の氏名及び住所並びに例会場・例会

時刻などの変更があった場合、直ちに報告が必要です。

書式見本は「幹事要覧P.42」に掲載。

グループ担当ガバナー補佐への連絡も忘れないで下さい。

RIから次年度のクラブ役員の公式名簿記載資料が10～11

月頃に送付されます。漏れなく記載し12月末迄に各々ご

送付下さい。

書式見本は「幹事要覧P.43」に掲載。

ロータリーの友委員会から名簿調査票が送付されます。

変更、追加、修正を行いご返送下さい。

信任状委員会が発行する信任状に記載する。

信任状は選挙人が地区大会に持参することになります。

RIから信任状が送付されてきます。

会員数、代議員数、代議員の選定日を記入し会長、幹事

の署名をします。代議員に関しては、クラブの会員を代

議員に定めます。慣例的にガバナー・エレクトを代理者

と指定しています。

寄付を実践した場合、「ロータリー財団への寄付・送金明

細書」に記入し提出して下さい。

尚、寄付金の振り込み口座は当ガバナー月信P17を参照下

さい。

寄付を実践した場合、各クラブへ送付される振り込み用

紙に記入し提出して下さい。

尚、寄付金の振り込み口座は当ガバナー月信P17を参照下

さい。

報告先

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

ガバナー事務所

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

写－グループ内クラブ

写－担当ガバナー補佐

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

写－ガバナー・エレクト事

務所

ロータリー全国名簿編集室

地区大会信任状委員会

国際大会信任状委員会

RI日本事務局

写－ガバナー事務所

（財）米山記念奨学会

写－ガバナー事務所

報告事項

半期報告

国際ロータリー取り扱い分・送金明

細書

（人頭分担金・比例人頭分担金・資

料代）

新会員報告

会員退会届

会員の資料変更

月次出席報告

役員または例会情報の変更

公式名簿記載資料

全日本会員名簿

地区大会

－選挙人指名、信任状証明書

RI国際大会

－代議員の選任、委任状による代理

者の指定、信任状

ロータリー財団

米山記念奨学会

2002－2003年度
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ロータリー文庫の案内 ロータリー文庫の案内 
→→→→→→→→→→→→→→→→→→→ 

ロータリーウェブサイトの案内 ロータリーウェブサイトの案内 
→→→→→→→→→→→→→→→→→→→ 

ロータリー文庫は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に設立され、32年の歴史を誇る全日本
ロータリアンの資料室です。
文庫にはロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1万8千余点が収集・分類・整備され、皆様のご利

用に備えております。
ロータリーの研究や諸活動のため、ぜひご利用くださるようお待ちいたしております。

●利用方法
文庫資料は自由に閲覧できますが、電話や書信によるお問合わせも承ります。お問合わせは間接では要領を得
ない場合がありますので、なるべくご本人から直接お願いいたします。

（文庫資料をご希望の場合は）

・発行先に在庫のある資料については、発行先をご紹介いたします。
・絶版のものは実費（1枚20円＋送料）でコピーサービスをいたします。
・重複資料はご希望により無料進呈いたします。
・ビデオテープは実費（1巻800円＋送料）でダビングいたします。

（貸出し）

・視聴覚資料（スライド・フィルム）は予約制（申し込み用紙有り）で貸し出しいたします。

（登録資料の紹介）

・「資料目録」をクラブ事務所に備付用としてお送りしてありますので、ご利用願います。
「目録」をご希望の場合はお申し込みください。
・「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設けさせて頂き、皆様のご参考になるような資料の紹介をいたしております。
・「ホームページ」を開設しております。分類別に検索可能です。

（ご寄贈）

・個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、いずれも内外を問わずロータリーに関する資料をご
寄贈願います。文庫に保存して皆様のお役に立てさせて頂きます。

ロータリーに関する資料・情報はホームページやメールからも得ることが出来ます。下記のホームページとメールア

ドレスを参考にしてください。

☆ 国際ロータリーのホームページ
http://www.rotary.org

☆ 2510地区のホームページ
http://www.ri2510.gr.jp

☆ ガバナー事務所のメール
E-mail:scs-hk@phoenix-c.or.jp

☆ 2510地区ホームページ管理者（文献資料室）のメール
E-mail：bunken@ri2510.gr.jp

☆メールマガジン読者登録（IC委員会）のメール
E-mail:kye00213@nifty.ne.jp

ロータリー文庫
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc会館7F

TEL 03-3433-6456 FAX 03-3459-7506 http://www.rotary.bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日
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2003－04年 青少年交換派遣学生募集要項
（アメリカ・カナダ・フィンランド・メキシコ・オーストラリア・台湾）

国際ロータリー第2510地区青少年交換委員会

ラ イ ラ セ ミ ナ ー の 御 案 内

今年度はシニアクラス、ジュニアクラスのセミナーを分離して開催いたします。
共通のテーマは、「共生」です。世界のグローバル化が益々促進され私たちは、民族、
人種、文化、習慣の異なる地域の人々と共に生き、共に行動する機会が益々増えて
くることが予想されます。また、日本人同士でも他者と協働していくために、人生
の目的や価値観など様々な差異をどの様に考え、受容し或いは差異を認めつつ共に
生きていこうとするのかを参加者が自分の言葉で考え、話し合い、客観的、且つオ
リジナルな「共生」の価値観を養うための動機付けとしていきたいと思っております。
多くの新世代メンバー、ロータリアンの参加を期待しております。
ジュニアクラスセミナー

日　程 2002年9月7日（土）14：00～8日（日）12：30
場　所 札幌NTTセミナーセンター（札幌市中央区南22条西7丁目）
講演者 石川　淑子氏（矯正施設篤志面接員）
対象者 インターアクター、交換留学生（20歳未満）、顧問教師、ロータリアン

シニアクラスセミナー

日　程 2002年9月21日（土）15：00～22日（日）15：30
場　所 札幌JR研修センター（札幌市東区北5条東10丁目）
講演者 宮崎　幸雄氏（財団法人ロータリー米山記念奨学会理事・事務局長）
対象者 財団奨学生・学友、米山奨学生・学友、20歳以上ローテックス、ロー

ターアクター、ロータリアン
尚、詳細は各クラブ会長、新世代関係者宛てに7月末までにはご案内の予定です。

当地区の青少年交換プログラムとして、2003－04年の派遣学生を下記の要領に基づいて募集いたします。ロータリーの
親善使節としてふさわしい高校生をご推薦いただくよう、お願いいたします。1クラブ2名までの推薦ができますが、原則
として、受入時期のずれるオーストラリア1名とオーストラリア以外の交換国1名の計2名とになります。

派 遣 期 間：2003年7～8月からの1学年間（11ケ月以上1年未満）
派遣予定国：★アメリカ2または3地区（オレゴン州1地区、ニューヨーク州1または2地区）

★カナダ1地区（アルバータ州）★フィンランド・マルチ1地区
★メキシコ1地区　★オーストラリア5地区　★台湾1地区

募 集 人 員：各地区1名、合計11または12名の予定。
応 募 資 格：2003年1月現在で15歳以上19歳未満で、中程度以上の学業成績があり、ロータリーの親善使節としての留学

に対して積極的な態度を持つ男女。ロータリー会員の子女であると否とは問いませんが、保護者と在籍高校
（受入高校）および推薦ロータリークラブの全面的支援（受入学生のホストを含む）を必要とします。

自己負担分：往復の旅費・保険、その他、渡航に必要な費用（航空券・保険については、地区委員会指定の代理店から購
入することが条件です）。

応募の方法：推薦ロータリークラブから2002年7月23日（火）（必着）で応募書類をお送り下さい。
選 考 方 法：英語・小論文・面接により選考します。
選 考 日：2002年7月28日（日）を予定しています。
結果の通知：推薦ロータリークラブ宛に通知致します。

問い合わせ・応募書類請求・送付先（2002－03年度青少年交換委員会事務局）
青少年交換委員会事務局（事務局員：伝庄こずえ）

〒069-1343 夕張郡長沼町旭町南1丁目1-2 KSインターナショナル内

TEL：01238-2-5251／FAX：01238-2-5252

Email：yecd2510@violin.ocn.ne.jp/執務時間　月・水・金（10：00～15：00）

RI会長主催会議の御案内

会長主催会議は、RI会長の構想を世界
中のロータリーアンに伝達するための総
合的プログラムの1つである。この会議
は、1995年アンカレッジ（アラスカ）で
開催されて以来、毎年2ヶ所以上で開催
され、前回はキング会長のもと台北で開
催された。今回はビチャイ・ラタクル会
長のもと、マレーシアのクアラルンプー
ルで平和と発展を
主体としたいくつ
かのシンポジアム
が企画されてい
る。会議の予定は、
本年8月9日～11日。
参加希望の方、あ
るいは詳細をお知
りになりたい方は
ガバナー事務所
（Tel 011-219-2510）
へ。
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青少年交換プログラム2002－03年度

スポンサーRC

札幌東

苫小牧北

上磯

静内

札幌西北

札幌幌南

札幌幌南

函館東

恵庭

札幌南

由仁

札幌モーニング

札幌手稲

札幌モーニング

氏　名
蓬畑景子（女）
よもぎはた けいこ

高橋春菜（女）
たかはし はるな

張江浩司（男）
はりえ こうじ

渡邉亜未（女）
わたなべ あみ

栃丸文（女）
とちまる あや

大窪健五（男）
おおくぼ けんご

成田祐子（女）
なりた ゆうこ

宮崎奈津子（女）
みやざき なつこ

鈴木愛（女）
すずき あい

小林令奈（女）
こばやし れいな

阿部香織（女）
あべ かおり

大熊慧子（女）
おおくま さとこ

�崎康子（女）
たかさき やすこ

太田久恵（女）
おおた ひさえ

在籍・出身高校

大麻高2年

札幌聖心女子高3年

函館ラ・サール高2年

静内高2年

札幌東高3年

札幌山の手高3年

北海高3年

函館遺愛女子高卒

千歳高2年

北星学園女子高2年

札幌日大高3年

立命館慶祥高2年

藤女子高2年

立命館慶祥高3年

派遣国・地区

アメリカ5100地区

アメリカ7150地区

アメリカ7170地区

カナダ5360地区

フィンランドマルチ

メキシコ4180地区

台湾3480地区

オーストラリア9550地区

オーストラリア9640地区

オーストラリア9650地区

オーストラリア9650地区

オーストラリア9710地区

オーストラリア9800地区

アメリカ5100短期

派遣学生一覧
ホストRC

札幌東

苫小牧北

上磯

静内

札幌西北

札幌幌南

札幌幌南

函館東

恵庭

札幌南

由仁

札幌モーニング

札幌手稲

札幌モーニング

氏　名
Celeste Williams（女）
セレスト・ウィリアムズ

（女）

Gabrielle MacMillen（女）
ガブリエル・マクミレン
Cheryl Morrow（女）
シェリル・モロー
Matti Surakka（男）
マッティ・スラッカ
Oscar Marin（男）
オスカー・マリン

Shao-Hsuan Lee（女）

Peta Jordan（女）
ペータ・ジョーダン
Elizabeth Mullan（女）
エリザベス・マーラン
Nicole Latham（女）
ニコル・レイサム
Tennealle Kennedy（女）
テニール・ケネディ
Takuro Steele（男）
タクロー・スティール
Rachael Lee（女）
レイチェル・リー
Michael Heurlin（男）
マイク・ヒューリン

ホスト高校

大麻高

未定

大野農業高

静内高

札幌山の手高

札幌龍谷学園高

北海高

函館遺愛女子高

千歳高

北星学園女子高

由仁商業高

立命館慶祥高

藤女子高

なし

国・地区

アメリカ5100地区

アメリカ7150地区

アメリカ7170地区

カナダ5360地区

フィンランドマルチ

メキシコ4180地区

台湾3480地区

オーストラリア9550地区

オーストラリア9640地区

オーストラリア9650地区

オーストラリア9650地区

オーストラリア9710地区

オーストラリア9800地区

アメリカ5100短期

受入学生一覧

苫小牧北RCホスト予定の受入学生についてはアプリケーションフォームが
到着しておりませんので、女性としかわかっておりません。

百周年の計画進む
投票が終わり、ロータリー百周年記念公式ロゴが決定されました（右）。

選ばれたロゴはウェブサイトと郵送により投じられた総計13,052票のう
ち、6,344票を獲得しました。RIはロータリー創立百周年が世界中の人々
に認識されやすいようにする目的で、この公式ロゴを作成しました。ク
ラブと地区は、ロータリー百周年に関連する全資料にこのロゴを使用す
るよう奨励されています。ロゴの変更はできません。また、百周年に関
連するその他のロゴの使用はお控えください。
公式ロゴはRIウェブサイトのダウンロード・センターから入手できま

す。印刷されたロゴシートが百周年記念事業推進キットに入っており、
これは2003-03ロータリー年度の年初に全クラブに送付される予定です。
ロゴの票決のほかにも、ロータリーの百年史の記念書籍の題名をロー

タリアンから募集しています。この本は、ロータリーの創立から100年の
歴史を隈なく綴ったもので、2004年7月に発売されます。ロターリーの百
年史の記念書籍委員会のメンバーとロータリアン誌編集者は、ロータリ
アンの皆さまから独創的な題名が寄せられるのを待っています。上位5名
には元RI会長諸氏のサインが入った革表紙の本書一冊が贈呈されます。
本の題名の募集締切は2002年7月31日です。寄せられた題名は全て国際ロータリーの所有となります。百年史の記念書

籍委員会がロータリアン誌編集者の援助を受けて優秀作品を選考します（ロータリーワールド8巻5号より）。
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ガバナー日記
小林　博

「ガバナー日記」なるものを月信に毎号載せたらという
地区幹事のお勧めでお受けすることにした。この7月号は、
ガバナーになったばかりなので、むしろ「エレクト日記」
としてこの6月までの過去1年間を振り返ってみた。
昨年7月からエレクトとしての準備が始まった。「エレク

トのときのほうがガバナーの時よりもむしろ大事です」と
いう声を耳にしていたのでみんなで何度も構想を練った。
ただ自らに言いきかせたことは、悲壮感をもってやるので
はなく毎日を楽しくやろうということだった。

地区リーダーシッププラン（DLP）の完全実施
このプランは、ご承知のとおりガバナーの負担を出来る

だけ減らし、ガバナー補佐に担当していただこうという趣
旨である。既にその準備はわが地区で着々と進められてき
たのであるが、ガバナーの公式訪問はまだ71クラブを個々
に行っていた。地区リーダーシップセミナー（DLP）の完
全実施のためには、従来の個々のクラブの訪問ではなく、
いくつかのクラブの合同例会における公式訪問を実施する
べくその具体案を考えた。
そこで昨年の11月、12月に地区内12グループのガバナー

補佐エレクトを訪問し、その折に各クラブ会長エレクトに
もお集まりいただき、地区リーダーシッププランについて
の説明とともにその完全実施に向けてのご協力をお願いし
た。
大変嬉しかったのは私の予想以上に皆さんが積極的に対

応してくれて、このような合同例会はむしろ単独例会より
よろしいというご意見であった。全てのクラブがガバナー
公式訪問を緊張して迎えるよりも、順番に担当していけば
いくつかのクラブ間の親睦をはかる為にも大変いいという
のである。ということで今期は71クラブの訪問に代えて26
回の訪問ですむことになった。感謝の気持ちあるのみであ
る。

地区の顔写真付き会員名簿の作成
予想外であったのは、クラブによって顔写真の無い名簿、

あるいはその名簿さえ無いクラブも数多くあることを知っ
て、正直なところ愕然とした。そんなものを必要としない
くらいお互いが既に身近な存在であったことの象徴である
とわかって安堵したものであるが、いずれにしても自分の
クラブ内はともかく、他のクラブの人、まして他の都市の
クラブの人の名前も顔も解らないという現実を大変寂しく
思っていたのである。
せっかくロータリーの地区としての単位がある以上、お

互いがもっと顔見知りになり親睦を深めることが、即ロー
タリーの活性化にもつながると確信していたことでもあ
る。既にこの地区のライオンズにおいても毎年顔写真付き
の会員名簿を作成しているし、外国でもいくつものクラブ

でそのような実態の効果を垣間見ていたので、その意向を
ガバナー補佐並びに会長エレクトの皆さまにお伝えした。
ただそのような名簿を始めから無料でというわけにもい

地区リーダーシッププラン（DLP）の説明は2001年11月、12月小林ガバ
ナーエレクト自身が12グループのガバナー補佐（Assistant Governor）を
訪ね、補佐のほかにRC会長エレクト（PE）のご参集をいただいて行われ
た。写真は上から第3グループ（当別）、第9グループ（室蘭）、第10・11
グループ（函館）、第1グループ（深川）との懇談スナップ。
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会員からの投稿

私は、今年度の
会長方針を20世紀
の偉大な思想家、
E・F・シューマッ
ハの著書から『ス
モール・イズ・ビ
ューティフル』と
しました。彼はド
イツ人ですが、仏
教徒で現代文明の
根底にある物資至
上主義と科学技術

の巨大信仰を痛撃に批判し『人間は小さいものである。
だからこそ、小さいことは素晴らしいのである。巨大さ
を追い求めるのは自己破壊に通じる』と大量生産、大量
消費、大量廃棄の経済成長至上主義に警告を与えました。

近年、国際ロータリーも拡大主義の傾向が見られます。
しかし、私はロータリーの原点にたって、たとえ小さく
とも、会員一人ひとりがロータリーを修行の道場と考え、
共に学び、共に汗して奉仕の道を進むクラブを目標にし
ました。
RI会長はトップダウンよりもボトムアップの活動を推

奨しています。上から指示されるのではなく、各々のク
ラブは会員による会員のための奉仕活動を期待していま
す。そして、職業奉仕こそロータリーの神髄だと述べて
います。
E・F・シューマッハの『スモール・イズ・ビューティ

フル』は有機農業のバイブルと言われています。和訳す
るより英文の方が深い意味を感じますし、私の座右の銘
でもありますので、会長方針とさせていただきました。

（札幌手稲RC会長）

かず、とりあえず1人1冊1,000円で買っていただきたい旨
をお伝えしたが、一部には1,000円で買わせるのはいかが
かという意見もお伺い致し、現実の厳しさを知ったもので
ある。
しかし初心に戻り、出来るだけ低額でお分けしたいとい

うことで、月信あるいは地区大会プログラムなどの刊行物
に各ロータリアンの職業紹介を兼ねた有料広告をお願いす
ることで、出来るだけその費用を代償したいと考え、現在
そのための作業を始めたところである。

家庭奉仕に新しい視点を
家庭奉仕とは何かといえば、いうまでもなく家庭に対す

る奉仕のことである。家庭にいる伴侶者、あるいは子供た
ちに対するロータリアン個人としての奉仕の心である。慈
愛の種はまず家庭に播きたいものである。
とくに昨今、家庭崩壊とか家庭の不和、不仲による事件

が多発している。こういった問題に対してロータリーとし
て何か出来ないのだろうか？　ここで家庭奉仕委員会がス

タートすることになった。
まずは夫婦が互いに理解し協力し合い、子供の教育にも

真剣に語り合いたい。また子供に対しては言うよりも親側
に反省すべきことはないかを考え、ロータリアンが自ら襟
を正し、ロータリアンらしく行動することから始めたい。
具体的な活動内容は和田壬三委員長と委員の方々にご一任
した。わが国初の家庭奉仕委員会の成長が楽しみである。

エレクトの1年間は大変だったと思う。恐らくこれから
のガバナーとしての1年間よりも大変だったのではないか。
何が大変だったかというと、何か変化を求めることに対す
る反対が意外に強かったことである。組織の成長を求める
為には変化は必須であるとの意識がロータリーには未だ十
分育ってないようである。
これからの1年は、ガバナーとしてすでに決っているコ

ースの上をみなさんとじっくり話しながら楽しく歩ければ
と思う。そして次年度佐藤秀雄ガバナーエレクトにうまく
バトンをタッチできればよいと思う。

スモール・イズ・ビューティフル
中川喬雄
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本年度図らずも、当別

ロータリークラブの推薦

により第3グループのガ

バナー補佐という重責を

負うことになりました。

小林博ガバナーから委嘱

状が届いた時から、その

任務の重大さにあらため

て身の引き締まる思いを

致しております。

五木寛之の近著「大河

の一滴」の中で、小林先

生の病理学者としての立場からがんの治療に対しての考え

方が記述されておりますが、がん化した細胞の暴走を制御

し、コントロールする力、減速させる力が大切でこれを征

圧するのではなく救うことで治していくというエッセイを

読んで、多くの読者が共感を覚えたと思います。これはロ

ータリーの精神にも通じるものだと感じました。

補佐就任までの間にも、小林ガバナーには色々な会合で

ご指導、ご指示を受けて参りました。その一つにロータリ

ーの意識改革があります。今までの良きロータリーの伝統

を踏まえながら、新しい活動にも取り組んで行く姿勢であ

ります。前例を踏襲するだけではなくロータリーに新しい

価値、新しい活動を見い出そうとしておられ、ロータリー

に誇りと夢を持っておられます。

ガバナー補佐が主催する最大の行事となる『I・M』は

当別クラブがホストで9月14日（土）「北海道道民の森」を

会場に開催が決定しております。目下クラブ一丸となって

懸命に準備を進めているところであります。

『I・M』では、あまり例の無い野外での行事も一部企

画しており、当日の天候も心配ではありますが、その日は

裃をぬぎ、ネクタイを外し自然に親しみ森の恵みを満喫し

道民の森で芽生えた友情と活力を、明日の仕事にロータリ

ーの奉仕活動に生かしていただければと思っております。

当日の記念講演には堀達也北海道知事の快諾をいただいて

おります。

又次世代に残す記念事業には桜の木を植樹する予定にな

っております。これは今年のテーマであります『慈愛の種

を播きましょう』の精神をクラブに家庭にそして地域社会

に定着させようとの願いを込めて行い度いと思っておりま

す。

私はロータリー歴こそ26年を越してはおりますものの、

果たしてこの補佐の責務を勤めることができるか大変危惧

致しておりますが、この小林年度が感動と革新の一年とな

るよう微力をつくして参りたいと思っております。

（第3グループガバナー補佐　当別RC）

身の引き締まるスタート
辻野　修

慈愛の種を播きましょう ―妻の更年期を考え
川田憲秀

ビチアイ・ラタクルRI
会長のテーマをロータリ
アンである自分自身の生
活に合わせて考えてみま
した。慈愛とは、「感謝
されることを期待しない
愛…たとえばわが子・わ
が孫などに対する愛…」
と辞書にありました。RI
会長は、この愛を家庭に
…職場に…地域社会に…
丁寧に播く一年にしよう

との呼びかけであると思いました。
私が職場や地域社会で活動できる原点は、家庭であり

ます。妻の健康状態の理解が大切なのです。RCの会員同
士は、気の置けない素晴らしい友人たちです。当然、夫
人たちも仲良しです。年代も同じであり、また先輩がい
ても姉のような存在で適切なアドバイスをしていただい
ております。
子供たちの話・夫の悪口などが長電話の原因となって

います。そして、「更年期」の話題が時々話されています。
数年まえ、ある団体の女性部の役員になってほしいと思
い、あるご婦人をお尋ねしました。ご主人の了解の前に、
奥さんの了解が必要と思ったからです。ところが「更年
期」がひどく外に出られない状態で…と断られました。
本当に症状が重そうに思いました。
10年ほど前、ラジオの番組を偶然聴きました。「私の更

年期症状」という番組で、視聴者からの電話が放送され
ていました。自分の耳を疑うほどの症状が、次々と聞か
されました。そして、結婚後20年・30年間の夫の言動に
原因があることも解かりました。今時の経済環境の中で、
RCの会員でいられることは過去に、家庭を省みず、子育
てを妻に託し仕事に没頭してきた人が多いのではないか
と思います。反省と理解をすることで、症状が軽くなる
とも聞きました。専門のカウンセラーもありますが、予
約で一杯と聞いております。この機会に「慈愛の種」を
まず自分自身の妻にと…考えるプログラムを計画できな
いかと思います。

（第12グループガバナー補佐　白老RC）
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会員の皆様に自由に投稿していただく欄を設けました。率直なご提案、ご提言、質問などなど積極的

なご利用をお持ち致します。

特に基準はございませんが、文章はできるだけ簡潔に、字数はできれば400字以内にお願い致します。

月末までに原稿を頂きますと、翌々月号に掲載できるようになっております。地区会員のための情報提

供を皆様にお願い致します。

種は蒔かねば生えぬもの
成田雅敏

2001年もあと1カ月でのところで、小林Gエレクトから

次年度会長会を開催せよとの連絡がありました。DLP施

行元年に向け、余りにも早い立ち上げに、5クラブに連絡

を取り、戸惑いと不安を抱えながら2002年1月14日、開催

をしました。

地区はガバナー補佐にあれこれ命令、強要してくるの

ではないか？　受けて後々クラブに多大な苦労を強いる

事になる、事前情報ではエレクトはワンマンとの噂もあ

り、否が応にも張り詰めた空気が漂っていました。

しかし、それは杞憂に終わりました。小林Gエレクトか

らは強制どころか、各クラブの自主性、持ち味を存分に

発揮して欲しいとの挨拶を受け、また懇親会に移り、そ

の人柄に触れ最後には参加者全員が笑顔になりました。

クラブ幹事の経験がありながら、地区とクラブの間の

ポジションにあって、要領が掴めず、軽々しくこの仕事

を引き受けてしまった事に反省をしています。しかしな

がら、クラブの仲間の絶大なる協力を得て、今日に至る

ことができました。

地区内に補佐室は第1グループだけとか、あくまでも、

主役は吉本ガバナー補佐であり我々は黒子に徹して、地

区内各クラブとの連絡係としての役割を担っていくつも

りである。

生えぬ種もあるかもしれないが、種は蒔かねば生えぬ

もの。微力ながら、小林ガバナーの応援団として、頑張

ろうと思っています。

（第1グループガバナー補佐室　深川RC）

投 稿　歓　迎

北大構内　大野池 北大構内　ポプラ並木

金田弘夫会員（札幌北RC）撮影
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スリランカへ医療ベッド支援
室蘭ロータリークラブ 関村和義

本年3月に、日鋼記念病院より医療用ベッド提供の申し出を
いただき、室蘭ロータリークラブが窓口となり、医療ベッド
不足に悩んでいるスリランカへ贈る活動を始めました。
支援実績のある札幌北ロータリークラブから指導を受け、

病院・輸送業者・倉庫業者等と繰り返し検討を重ね、無事6月
1日に室蘭港を出港しました。
これに先立ち5月30日に室蘭市港湾部・病院・札幌北RC・室
蘭RC等関係者が立ち会い、ベッド206台・マットレス236枚を

輸出用コンテナに積み込む作業が行われました。
この作業状況がマスコミの取材を受け、NHKテレビのニュ
ース番組で取り上げられ、また北海道新聞・室蘭民報でも報
道され、多くの市民の関心を呼びました。
今回の活動は地区WCSの補助金を受けましたが、多くの地
元関連業者・団体の絶大なる奉仕精神に支えられ実行出来た
と思っております。
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回　答
・ガバナー事務所
・情報委員会 委員長 亀井敏清

ガバナー事務所にいろいろの質問や感想が寄せられます。その一
部を紹介します（お名前、クラブ名は省略しております）。

Q．先日の地区協議会のクラブ奉仕部門での説明ですが、「人数
が51人以上のクラブでは、同一職業分類の会員の上限は、
四捨五入して決める」と説明を受けたそうですが、……た
とえば54人なら5名まで、56人なら6名まで可能とのことで
すが、このことは本人の聞き違いでしょうか？　それとも
これが正しいのであれば、手続要覧のどこに記載されてお
りますか？

A．国際ロータリー定款第5条第2節（b）に示されているよう
に、会員数50名までのクラブは、同一職業分類の会員を5
名迄入会させることが出来、51名以上のクラブはそのクラ
ブの会員総数の10パーセントまで入会させることができる。
となっております。→手続要覧184頁　RI定款第5条　会員
（b）参照
質問の要旨は、51人以上のクラブの場合51人から59人の10
パーセントの算定の問題であろうと思います。

（例）51名のクラブの10パーセントは5.1人であります。59名の
クラブの10パーセントは、5.9人であります。0.1人とか0.9
人とかの会員は存在しませんので、59名までは10パーセン
トとはいえ5名を限度とします。60名を有した場合初めて6
名の会員を入会させることが出来、会員総数の10パーセン
トでコンマが生じた場合は正の数を上限とします。

Q．2002-2003年のピンが大変気に入ったので、ロータリーの標
章をはずしてつけてもよいか？

A．近年、その年毎に出されているその年のテーマを表徴した
徽章は、ロータリーの標章の中のロータリー徽章（バッジ）
との直接的な関係はありません。又ロータリー・バッジに
代わるものでもありません。
ロータリーの徽章バッジその他の記章を全ロータリアンの

みの使用とその利益のために確保されていて、ロータリア
ンのみが、襟ピンとして誇りをもって着用するものであり
ます。
参照；定款第13条　会員の名称と徽章
手続要覧第19章　ロータリーの標章の使用と保護

Q．家庭奉仕委員会が設置されることにつきましては私自身、
たいへん嬉しく、また興味深く思い、感謝いたしておりま
す。
私はJRIC（全国ロータリアン、インターネット協議会）に
も所属しておりますが、ここのメーリングリストで「絆」
という家庭の絆をテーマにした漫画が紹介されております。
この漫画は2580地区の社会奉仕委員会の活動として作成さ
れたものですが、現代の多くの家庭でありがちな問題を鋭
く描いていると、私は感じました。
次年度の家庭奉仕委員会の活動の参考になるかと思い、ご
紹介させていただきます。
2580地区のWebSite
http://www.rid2580.org/

A．有り難うございました。参考にさせていただきます。

Q．ガバナー補佐を、アシスタントガバナーと認識しておりま
したが地区協議会に出席のメンバーからバイスガバナーが
正しいのではとの指摘がありました。
意味は同じようですが……

A．RI事務総長は、手続要覧の意味・解釈に付いて疑義が生じ
た場合これらの規定事項に関して英文が正文となります。
手続要覧の用語語彙　281頁参照
Assistant Governor［ガバナー補佐］
理事会の方針に従い、ガバナーにより任命され、指定され
る地理的地域内で指定されたクラブのクラブ運営に関連す
る管理業務に関してガバナーを補佐するロータリアン英文
手続要覧ではViceは使われておりません。

Q．地区からくる資料の回答は、メールでも可能でしょうか？
A．可能です。

Q＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆AQ＆A
ロータリーロータリー

ガバナー事務所より

■地区事務所の住所・連絡先（TEL・FAX等）はこれま

でのエレクト事務所と変更はありません。今後ともよ

ろしくお願い致します。

■今年度のガバナー月信は、地区会員全員のご購読とな

りました。地区内の情報を充実した内容で皆様に毎月

発信致します。

■6月9日（日）に、地区の新旧役員（ガバナー補佐・地

区委員長）会議が開催され、いよいよ2002－2003年度

のスタートを迎えました。2510地区会員皆様のご協力

をお願い致します。

■定期報告のお願い

1．クラブ出席報告は、毎月の最終例会から15日以内に

お願い致します。間に合わなければFAXか電話で結

構です。

2．変更等のご報告について

新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例

会場、例会日、時間の変更、会長・幹事の移動の場

合、所定の手続によりご報告下さい。万一、会員に

不幸があった場合は、氏名・年齢・ロータリー歴・

写真同封の上、至急ご報告願います。

3．クラブの移動例会等は地区内他クラブへ周知のため、

変更日の50日前までご連絡をお願い致します。

4．各月ごとのクラブ会報を当該月の最終例会終了後、

まとめて毎月送付下さるようお願い致します。
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国際ロータリー第2510地区
2002－2003年度　ガバナー月信

発行人 2002－2003年度ガバナー小林 博

発行元 国際ロータリー第2510地区

2002－2003年度ガバナー事務所

発行日 毎月1日発行　年12回

編集委員 ◎竹原　巖　（地区幹事）委員長

大田すみ子（地区幹事）

熊谷　満　（地区幹事）

脇田　稔　（地区幹事）

松木　新　（コンサルタント）

事務局 札幌市中央区大通西6丁目
北海道医師会館6F
TEL 011-219-2510  FAX 011-222-1526
E-mail scs-hk@phoenix-c.or.jp

前列左から竹原巖（編集委員長）、脇田稔、大田すみ子委員
後列左から松木新コンサルタント、熊谷満委員
小林博ガバナー（第2回編集委員会、2002年5月9日）

●編集スタッフ

RI第2510地区ガバナー事務所　構成と担当2002－2003年度

代表幹事

菅原　耕治
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・アドバイザー部門
・拡大部門

幹事

竹原　巖
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・情報部門
月信
家庭奉仕

幹事

河野　英夫
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・奉仕部門
公式訪問
会員名簿

幹事

米山　道男
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・育成部門
ワークショップ

幹事

熊谷　満
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・育成部門

幹事

武石　忠俊
所属クラブ

千歳RC
業 務 内 容

次年度業務

財務委員長

杉下　清次
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

地区資金予算

財務委員

島津　宏興
所属クラブ

札幌南RC
業 務 内 容

地区資金会計

財務委員

福田　武男
所属クラブ

千歳RC
業 務 内 容

地区資金予算･会計

事務局

及川　智江

幹事

大田すみ子
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・奉仕部門

幹事

脇田　稔
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

・育成部門
・国内委員会部門

財務委員

大西　勲
所属クラブ

札幌北RC
業 務 内 容

地区資金会計

事務局

阿部　智子

○例会日変更
長万部RC（7/1より）
火曜日12：10→月曜日12：10
（第3例会は18：00 丸金旅館）
会　場　長万部商工会館

江別RC 7月11日（木）
点　鐘　19：00
場　所　江別市民会館

マキシ ド ルパ

○事務局移転（7/1より）
岩見沢RC
068-0004 岩見沢市4条東1丁目6-1

三井グリーンランドホテルサンプラザ4F
tel  0126-24-0700
fax  0126-24-0020

七飯RC
041-1122 亀田郡七飯町大川1丁目11-20

�ななえ印刷内
tel  0138-65-4661
fax  0138-65-4946

札幌清田RC
060-0004 札幌市中央区北4条西15丁目

1番14号4階
tel  011-632-5303
（午後4時頃より）

fax  011-632-5308
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9（日） 

 

 

 

29（土） 

新旧ガバナー補佐・地区委員長会議 

インターアクト地区年次大会 

 

 

03－04年国際親善奨学生選考試験 

各クラブ半期報告、人頭分担金送金 

02－03年派遣学生壮行会 

01－02年受入学生帰国報告会・送別会 

社会奉仕委員会情報交換会 

インターアクト海外研修 

（韓国ソウル市中心） 

01－02年派遣学生帰国報告会 

ライラセミナー：ジュニアクラス（札幌市NTTセミナーセンター） 

インターアクト1日研修併合 

ライラセミナー：シニアクラス 

（札幌市JR研修センター） 

02－03年短期派遣学生帰国報告会 

地区ゴルフ大会 

第3830地区GSEメンバー来札 

地区囲碁大会 

地区年次大会 

（北海道厚生年金会館／ロイトン札幌） 

第3830地区GSEメンバー帰国 

02－03年オーストラリア受入学生帰国報告会・送別会 

6（日） 

16（水） 

10（日） 

16（土）～17（日） 

 

20（水） 

1（木）～5（月） 

7（土）～8（日） 

 

21（土）～22（日） 

14（金） 

 

 

 

23（日）～26（水） 

7（日） 

8（月） 

 

19（土） 

11（月） 

 

 

28（木）～29（金） 

30（土）～1（日） 

9（金）～11（日） 

 

30（金） 

8（日） 

9（月） 

14（土） 

16（月） 

2 0 0 2（ 平 成 1 4 ）年  

6

 

7

 

8

 

9

 

10

 

11

 

12

ロータリー月間強調事項 月 日（曜日） 地区の行事 日（曜日） 国内行事・国際行事 グループ内の行事 
IM、クラブ周年行事 

RI国際大会 

ロータリー趣味・職業別 

親睦活動月間 

識字率向上月間 

会員増強および拡大月間 

新世代のための月間 

職業奉仕月間 

米山月間 

世界インターアクト週間 

（11／5を含む週） 

米山記念奨学会 

 理事会・評議委員会 

 ガバナー・エレクト研修会 

 

国際大会（スペイン・バルセロナ） 

ガバナー会・青少年交換委員会 

第1回ガバナー会 

ガバナー、元・次期ガバナー懇談会 

ロータリーの友委員会（予定） 

アジア会長会議 

（マレーシア・クアラルンプール） 

米山記念奨学会 

 理事会・評議委員会 

 ガバナー・エレクト研修会 

 

ロータリーの友委員会（予定） 

 

 

各大学にて米山奨学生応募受付 

ロータリーの友委員会（予定） 

 

 

ガバナー・エレクト研修セミナー 

ロータリー研究会 

由仁RC10周年 

 

第3グループIM 

札幌はまなすRC10周年 

 

札幌清田RC5周年 

ガ

バ

ナ

ー

公

式

訪

問
（

7

月

〜

10

月

） 

各クラブ半期報告：人頭分担金送金 

03－04年オーストラリア受入学生歓迎会 

04－05年国際親善奨学生募集開始 

新世代委員会、札幌スキーマラソン参加 

地区チーム研修セミナー（予定） 

会長エレクト研修セミナー（予定） 

地区協議会（財団・米山セミナー）（予定） 

03－04年短期受入学生募集 

新世代によるパネルディスカッション（予定） 

03－04GSE派遣団員募集 

03－04年短期受入学生選考試験 

04－05年国際親善奨学生募集締切 

新旧ガバナー補佐・地区委員長会議 

インターアクト地区年次大会 

03－04年派遣学生選考試験 

04－05年国際親善奨学生選考試験 

小林年度地区要覧発行 

1（土） 

9（日） 

13（月・祝） 

1（土）～2（日） 

22（土） 

23（日） 

8（土） 

10（月） 

 

29（土） 

 

24（木） 

12（月） 

17（土） 

24（土） 

25（日） 

31（土） 

1（日）～4（水） 

 

7（土） 

2 0 0 3（ 平 成 1 5 ）年  

1

 

2

 

3

 

4

 

5

 

6

9

ロータリー月間強調事項 月 日（曜日） 地区の行事 日（曜日） 国内行事・国際行事 
グループ内の行事 
IM、クラブ周年行事 

ロータリー理解推進月間 

追悼記念週間 

（1／27を含む週） 

世界理解月間 

家族週間（第2週） 

ロータリー創立記念日、 

　世界理解と平和の日（2／23） 

世界理解と平和週間 

（2／23～3／1） 

世界ローターアクト週間 

（3／13を含む週） 

ロータリー雑誌月間 

RI国際大会 

ロータリー親睦活動月間 

ロータリーの友委員会（予定） 

米山奨学生選考試験 

 

 

 

 

米山奨学生歓送会 

 

ロータリーの友委員会（予定） 

米山奨学生オリエンテーション 

ロータリーの友委員会（予定） 

国際大会 

（オーストラリア・ブリスベン） 

 

第4・第5グループ合同IM 

第9グループIM

第7グループIM 

 

 

第10・第11グループ合同IM

 

千歳RC35周年 

 

岩見沢東RC20周年 

第1・第2グループ合同IM 

第12グループIM 

美唄RC30周年 

 

 

札幌モーニングRC15周年 

 

RI第2510地区　地区カレンダー2002－2003年度



世界各国から国際協議会に集まった530名のガバナーエレクト。
1月27日～2月5日。米国カリフォルニア州アナハイムにて。


